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区民健康村相互協力に関する協定（縁組協定） 

  

世田谷区は東京都の南西部に位置し、東京都二十三区中、最大の面

積と人口を擁する居住都市であり、わずかに残された緑と水、先土

器時代からつづく、長い歴史を大切にしながら居住環境の整備と

文化の香り高いまち、いきいきとした人間関係に支えられた“福祉

社会をめざすヒューマン都市せたがや”づくりを進めています。 

川場村は二千メートル余の標高を誇る上州武尊山の南に位置し、

陽光と緑と水、そして温泉に恵まれたのどかな田園地帯であり、四

季折々の自然と多くの歴史的沿革を持った美しく豊かな村を守

り、農業と観光を柱としてより豊かな住みよい活力ある“川場村ふ

るさとづくり”を進めています。 

世田谷区と川場村は、世田谷区が“健康村づくり”を自然に恵まれ

た川場村の里を候補地として協議推進するにあたって、この事業

がさまざまな困難を相互の理解と協力によって克服し、末永い未

来を築きあげていく努力が必要であることを確認し、相互の信頼

を基本としてそれぞれの地域社会の発展のために協力しあうこと

を誓います。 

  

 

昭和五十六年十一月十六日 



  
 

縁組協定 

世田谷区民の「第二のふるさと」づくりを目指し、１９８１年（昭和５６年）に、東京都世田谷区と群馬

県川場村で結ばれた区民健康村づくりに関する相互協力協定です｡「姉妹」とは違う、互いに違う環境で

育ったものが、双方が主体性を保ち、相互の理解と信頼の上にたって協力していくことを、婚姻をするこ

とになぞらえ「縁組」としており、この都市と農山村の交流は区民と村民の信頼と友情を重ね、着実に交

流の輪を育んできました。この縁組協定に基づき、これまで多くの区民や村民により、森林保全活動や文

化芸術、スポーツなどの分野で様々な交流が実施されております。また、川場村や区民健康村は、縁組当

初より区立小学校５年生の移動教室のフィールドにもなっており、これまで多くの子どもたちが川場村の

豊かな自然に触れています。 

友好の森 

世田谷区と川場村の、都市と農山村の交流は区民と村民の信頼と友情を重ね、その交流は全国的にも

高い評価を受けています。特に、縁組協定 10 周年を記念してスタートした「友好の森事業」は、区

民と村民が協働して森林を守り、育てることを基本とし、森林に学び、遊び、憩う活動を続け、その

取り組みは、着実に新しい文化を築き上げてきました。友好の森は、なかのビレジ裏山に約８０ｈａ

広がっており、これまで区民と村民が協働で整備をしてきました。  

健康村里山自然学校 

「友好の森」を中心に、区民と村民が協働して森林を守り、育てることを基本とし、森林に学び、遊

び、憩う活動や、取り組みを行いながら、区民と村民の交流を推進していくことを目的とした、区民

健康村で実施されている事業です。この事業では、森林環境税の一部が使われております。取り組み

をさらに発展させ、村内全域を活動のフィールドとし、区民と村民の心の交流を図り、子どもたちや

若者の健全な育成に寄与するとともに、これからの里山の保全・育成を目指していきます。  



  
 

川場村の概要 

位 置 群馬県の北部地域の中心地、沼田市の北側約１０㎞、尾瀬で有名な片品

村から約２５ｋｍ。県内独立最高峰の武尊山（標高２，１５８ｍ）の南

麓に位置している。村内には、一級河川４本を含む多く 

の河川が存在することが「川場村」の名の由来と言 

われている。 

面 積 ８５．２５㎢ 

    （そのうち８６．５％が森林） 

人 口 ２，８９７人 

    （令和８年３月末時点：住民記録台帳より） 

キャッチコピー “田園理想郷 農業と自然の里「川場」”  

  

  

川場村マスコット 

キャラクター「かわたん」 

世田谷区の概要 

位 置  世田谷区は東京２３区中の西南端にあり、おおむね東経 

１３９度３９分、北 緯３５度３８分（区役所本庁舎） 

に位置する。東は目黒区・渋谷区、北は杉並区・三鷹 

市、西は狛江市・調布市、南は大田区とそれぞれ接し、 

さらに多摩川をはさんで神奈川県川崎市と向かい合って

いる。  

面 積 ５８．０５㎢ 

    （２３区で２番目に広い面積を有している。） 

人 口 ９３１，０９０人 

    （令和８年４月１日時点：住民記録台帳より） 

  

  

  

  

東京都 

世田谷区 

群馬県 

村の花 しゃくなげ 村の木 ひめこまつ 

区の鳥 オナガ 区の花 サギ草 区の木 ケヤキ 



 

４
・
11 

世
田
谷
区
庁
議
、
審
議
会
答
申
（
３
・
27

）
の
内
容
ど
お
り
「
世
田
谷
区
基
本
計

画
」
を
決
定
（
七
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
区
民
健
康
村
づ
く
り
計
画
を

位
置
づ
け
る
）
。 

４
・
22 
世
田
谷
区
長
選
挙
、
大
場
啓
二
当
選
（
再
選
）
。 

11

・
７ 

区
民
健
康
村
づ
く
り
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足
（
区
内
在
住
学
識
経
験
者
と

関
係
課
長
に
よ
り
構
成
、
主
査
は
鈴
木
忠
義
東
京
工
業
大
学
教
授
。
事
務
局
は
企
画

部
企
画
課
と
施
設
部
施
設
計
画
課
。
略
称
「
健
康
村
Ｐ
Ｔ
」
）
。 

12

月 

三
浦
臨
海
学
園
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
世
田
谷
区
教
委
の
検
討
チ
ー
ム
、
学
童
収

容
能
力
四
百
人
規
模
の
も
の
を
別
途
新
設
す
べ
き
で
あ
る
と
答
申
。 

 
 

 
 ４

・
３ 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
、
一
九
七
九
年
度
調
査
研
究
作
業
成
果
に
基
づ
き
、
「
区
民
健
康
村
の

イ
メ
ー
ジ
中
間
報
告
」
作
成
。 

５
・
30 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
、
（
１
）
健
康
村
候
補
地
の
選
定
と
（
２
）
健
康
村
に
お
け
る
活
動
イ

メ
ー
ジ
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
一
九
八
〇
年
度
に
お
け
る
検
討
を
テ
ー
マ
と
す
る
。 

６
月 

企
画
課
・
健
康
村
Ｐ
Ｔ
、
関
東
七
都
県
な
ら
び
に
山
梨
、
静
岡
、
長
野
、
福
島
の
各

県
に
対
し
、
健
康
村
立
地
に
適
し
た
自
治
体
の
推
薦
方
を
依
頼
（
五
十
二
市
町
村
が

推
さ
れ
る
）
。 

７
・
１ 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
、
健
康
村
に
お
け
る
活
動
イ
メ
ー
ジ
の
骨
格
を
ま
と
め
る
。 

７
月 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
作
業
班
、
五
十
二
市
町
村
に
つ
き
各
県
か
ら
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査
。 

７
・
17 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
、
五
十
二
市
町
村
の
う
ち
十
八
町
村
を
第
一
次
候
補
地
と
し
て
選

定
。 

９
月 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
作
業
班
、
十
八
町
村
に
つ
き
現
地
調
査
。 

10

・
６ 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
、
十
八
町
村
の
う
ち
十
町
村
（
九
ヵ
所
）
を
第
二
次
候
補
地
と
し
て
選

定
。 

10

・
16 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
、
九
ヵ
所
に
つ
き
現
地
調
査
を
含
む
詳
細
調
査
実
施
（
～
11

・

17

）
。 

12

・
４ 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
、
候
補
地
調
査
結
果
を
と
り
ま
と
め
る
（
作
成
し
た
（
１
）
候
補
地
選

択
基
準
と
（
２
）
評
価
尺
度
、
な
ら
び
に
（
３
）
九
候
補
地
に
つ
い
て
の
評
価
を
区

長
に
示
す
こ
と
と
す
る
）
。 

  

１
月 

世
田
谷
区
助
役
、
区
民
健
康
村
候
補
地
調
査
結
果
に
つ
き
、
区
議
会
各
会
派
に
対
し

説
明
。
各
会
派
幹
事
長
、
２
月
と
４
月
に
川
場
村
を
含
む
四
候
補
地
視
察
。 

３
・
５ 

世
田
谷
区
長
、
区
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
区
民
健
康
村
に
つ
き
近
く
適
地
を
確
定

し
自
治
体
相
互
の
縁
組
を
実
現
し
た
い
旨
表
明
。 

３
・
17 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
作
業
班
、
川
場
村
と
栃
木
県
茂
木
町
を
対
象
地
と
し
て
モ
デ
ル
ス
タ
デ

ィ
結
果
を
報
告
。 

４
・
14 

世
田
谷
区
企
画
部
長
、
区
議
会
企
画
総
務
常
任
委
員
会
に
対
し
川
場
村
を
最
有
力
候

補
地
と
し
て
具
体
的
な
計
画
策
定
作
業
を
進
め
た
い
旨
説
明
。 

４
・
19 

川
場
村
太
郎
運
動
広
場
完
成
（
一
万
平
方
㍍
）
。 

４
・
30 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
、
区
民
健
康
村
づ
く
り
の
基
本
構
想
案
を
と
り
ま
と
め
る
。
同
時
に
区

民
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
提
案
。 

５
・
６ 

世
田
谷
区
長
、
川
場
村
を
訪
問
し
、
区
民
健
康
村
の
立
地
に
伴
う
相
互
協
力
体
勢
に

つ
き
村
長
を
は
じ
め
村
首
脳
と
意
見
交
換
（
群
馬
県
関
係
者
も
同
席
）
。 

５
・
21 

世
田
谷
区
長
、
川
場
村
を
第
一
候
補
と
し
、
区
民
健
康
村
づ
く
り
へ
の
協
力
方
を
川

場
村
長
に
要
望
。 

５
・
21 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
、
区
立
小
・
中
学
校
校
外
施
設
運
営
委
員
会
と
の
意
見
交
換
開
始
。 

５
・
25 

世
田
谷
区
企
画
課
、
『
せ
た
が
や
く
み
ん
健
康
村
通
信
第
一
号
』
発
行
、
区
民
健
康

村
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
案
を
区
民
に
呼
び
か
け
る
（
発
行
二
万
部
）
。 

６
・
１ 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
、
区
民
健
康
村
計
画
の
基
本
構
想
案
を
「
区
民
健
康
村
計
画
中
間
ま
と

め
」
と
し
て
発
表
。 

６
・
８ 

世
田
谷
区
長
、
区
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
川
場
村
を
区
民
健
康
村
の
第
一
候
補
地

と
し
て
選
定
し
た
旨
表
明
。 

６
・
11 

川
場
村
議
会
、
世
田
谷
区
民
健
康
村
の
誘
致
に
関
す
る
議
決
。 

６
・
20 

川
場
村
中
学
校
生
徒
、
校
庭
周
辺
に
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど
八
二
〇
本
植
樹
。 

６
・
25 

『
健
康
村
通
信
第
二
号
』
、
区
民
健
康
村
の
最
有
力
候
補
地
と
し
て
川
場
村
を
紹

介
。 

６
・
28 

東
京
新
聞
、
区
民
健
康
村
づ
く
り
事
業
の
構
想
に
つ
い
て
紹
介
。
以
後
八
月
上
旬
に

か
け
て
各
紙
紹
介
。 

７
・
１ 

川
場
村
役
場
に
企
画
財
政
課
新
設
（
区
民
健
康
村
事
業
に
つ
い
て
の
川
場
村
側
窓

口
。
‘
84

・
１
・
１
企
画
課
と
な
る
）
。 

７
・
８ 

川
場
村
、
農
林
業
と
観
光
と
を
両
立
さ
せ
つ
つ
総
合
開
発
を
図
る
た
め
の
「
行
政
・

経
済
懇
談
会
」
発
足
。 

７
・
15 

こ
の
日
発
行
の
世
田
谷
区
広
報
か
ら
「
区
民
健
康
村
づ
く
り
」
欄
掲
載
。 

７
・
20 

川
場
村
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
各
完
成
。 

８
・
19 

世
田
谷
区
議
会
全
員
協
議
会
、
川
場
村
視
察
（
～
８
・
20

）
。 

９
・
17 

こ
の
日
開
会
の
世
田
谷
区
議
会
定
例
会
代
表
・
一
般
質
問
に
お
い
て
、
区
民
健
康
村

事
業
に
対
す
る
批
判
あ
い
つ
ぐ
。 

９
・
21 

世
田
谷
区
教
委
、
移
動
教
室
検
討
委
員
会
設
置
（
区
教
委
・
学
校
・
教
職
員
組
合
各

代
表
に
よ
り
、
川
場
村
に
お
け
る
移
動
教
室
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
検
討
す
る
）
。 

９
・
25 

世
田
谷
区
議
会
、
区
民
健
康
村
等
建
設
特
別
委
員
会
設
置
（
‘
87

年
４
月
ま
で
存

続
。
略
称
「
健
康
村
特
別
委
」
）
。 

10

・
16 

健
康
村
特
別
委
、
川
場
村
を
最
有
力
候
補
地
と
決
定
。 

11

・
16 

世
田
谷
区
と
川
場
村
の
間
で
区
民
健
康
村
相
互
協
力
協
定
締
結
。 

12

・
１ 

世
田
谷
区
と
川
場
村
の
間
で
健
康
村
相
互
協
力
に
関
す
る
覚
書
交
換
。 

12

・
１ 

世
田
谷
区
長
、
上
越
新
幹
線
特
急
あ
さ
ひ
号
の
上
毛
高
原
駅
停
車
を
国
鉄
に
要
望
。 

12

・
15 

世
田
谷
ボ
ロ
市
に
川
場
村
物
産
コ
ー
ナ
ー
設
置
販
売
。
こ
の
年
、
川
場
村
内
県
道
横

塚
富
士
山
線
道
路
改
良
工
事
完
成
。 

  １
・
７ 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
、
区
民
健
康
村
施
設
用
地
の
候
補
と
し
て
、
谷
地
役
場
周
辺
地
区
、
門

前
宮
山
地
区
、
川
場
湯
原
別
所
地
区
の
三
ヵ
所
を
提
示
。 

１
・
15 

川
場
村
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
「
ど
ん
ど
焼
き
」
復
活
。 

昭
和
５４

年 

１９７９ １９８０ 

昭
和
55

年 

【
区
民
健
康
村
の
あ
ゆ
み
】 

１９８１ 

昭
和
５６

年 
１９82 

  
昭
和
57

年 



２
・
４ 

川
場
村
、
「
世
田
谷
区
民
健
康
村
に
関
す
る
推
進
協
議
会
」
、
「
世
田
谷
区
民
健
康

村
づ
く
り
土
地
取
得
委
員
会
」
各
設
置
。
２
・
５
か
ら
候
補
地
区
地
権
者
に
対
す
る

説
明
会
に
入
る
（
折
衝
難
航
）
。 

２
・
20 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
、
区
民
健
康
村
施
設
設
計
者
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
、
実
績
の
あ
る
複

数
候
補
者
の
中
か
ら
企
画
案
審
査
を
経
て
審
査
す
る
よ
う
提
案
。
後
に
世
田
谷
区
、

同
提
案
を
踏
ま
え
坂
倉
建
築
研
究
所
、
林
・
山
田
・
中
原
設
計
同
人
、
あ
い
造
園
設

計
事
務
所
の
三
者
を
指
名
。 

２
・
22 

川
場
村
東
京
村
人
会
世
田
谷
区
在
住
者
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
を
語
る
会
」
開
催
（
座

談
内
容
は
『
健
康
村
通
信
第
六
号
』
に
収
録
紹
介
）
。 

３
・
16 

東
京
都
世
田
谷
区
区
民
健
康
村
建
設
基
金
設
置
条
例
公
布
施
行
。 

３
・
25 

『
健
康
村
通
信
第
六
号
』
、
川
場
村
に
お
け
る
交
流
事
業
へ
の
参
加
者
を
は
じ
め
て

募
集
（
レ
ン
タ
ア
ッ
プ
ル
、
イ
チ
ゴ
摘
み
と
ジ
ャ
ム
づ
く
り
、
山
菜
狩
り
、
ふ
る
さ

と
パ
ッ
ク
、
森
の
キ
ャ
ン
プ
）
。 

３
・
25 

世
田
谷
区
長
、
区
民
健
康
村
施
設
用
地
に
つ
き
、
村
の
責
任
に
お
い
て
確
保
し
提

案
・
推
薦
す
る
よ
う
川
場
村
長
に
要
請
。 

４
・
１ 

世
田
谷
区
企
画
部
に
区
民
健
康
村
開
設
準
備
室
設
置
。 

４
・
13 

健
康
村
Ｐ
Ｔ
、
区
民
健
康
村
基
本
計
画
素
案
を
区
長
に
報
告
。
‘
83

年
５
月
、
同

報
告
書
印
刷
配
布
。 

５
・
２ 

レ
ン
タ
ア
ッ
プ
ル
会
員
（
リ
ン
ゴ
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
）
、
川
場
村
に
入
村
民
泊
し
て

摘
花
ツ
ア
ー
実
施
（
～
５
・
３
）
。
秋
に
は
収
穫
ツ
ア
ー
実
施
。 

５
・
19 

川
場
村
で
ミ
ス
世
田
谷
ら
区
民
と
村
民
に
よ
る
交
歓
田
植
え
。 

５
・
20 

世
田
谷
区
長
、
東
北
・
上
越
新
幹
線
開
業
に
あ
わ
せ
た
通
勤
新
線
の
渋
谷
以
南
へ
の

延
長
と
、
環
状
線
交
通
機
関
の
新
設
に
つ
い
て
の
検
討
を
国
鉄
に
要
望
。 

５
・
25 

世
田
谷
区
教
委
、
健
康
村
特
別
委
に
お
い
て
「
川
場
村
移
動
教
室
素
案
」
に
つ
き
説

明
。 

５
・
29 

イ
チ
ゴ
摘
み
と
ジ
ャ
ム
づ
く
り
ツ
ア
ー
実
施
（
～
５
・
30

）
。 

６
・
３ 

世
田
谷
区
青
少
年
委
員
会
と
川
場
村
青
年
団
と
の
第
一
回
懇
談
。
10

・
14

第
二
回

懇
談
。 

６
・
12 

世
田
谷
区
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
・
生
活
学
校
連
絡
協
議
会
各
代
表
、
川
場
村
を
訪

れ
川
場
村
婦
人
会
と
懇
談
。
12

・
15

～
16

世
田
谷
区
で
交
流
会
。 

６
・
12 

山
菜
狩
り
ツ
ア
ー
実
施
（
～
６
・
13

）
。 

６
・
22 

世
田
谷
区
、
宮
山
地
区
・
別
所
地
区
に
関
し
、
大
規
模
土
地
開
発
事
業
計
画
協
議
書

を
群
馬
県
に
提
出
。 

６
月 

川
場
村
、
国
土
庁
の
農
村
総
合
整
備
計
画
作
成
市
町
村
に
指
定
（
十
ヵ
年
計
画
、
予

算
総
額
十
五
億
円
）
。 

７
・
７ 

世
田
谷
区
・
川
場
村
、
健
康
村
事
業
の
推
進
に
伴
う
共
同
事
務
に
関
す
る
覚
書
交
換

（
交
流
事
業
実
施
、
施
設
開
設
準
備
等
に
伴
う
経
費
を
折
半
し
て
負
担
。
‘
85

年

度
ま
で
継
続
）
。
こ
の
月
、
村
役
場
に
世
田
谷
区
の
現
地
事
務
所
開
設
。 

７
・
15 

川
場
村
商
工
会
、
区
民
健
康
村
事
業
へ
の
参
画
を
要
望
。 

７
・
30 

川
場
村
、
第
一
回
ふ
る
さ
と
村
民
ま
つ
り
開
催
（
世
田
谷
区
長
、
ミ
ス
世
田
谷
、
世

田
谷
区
職
員
器
楽
部
等
も
参
加
）
。 

７
・
31 

「
サ
マ
ー
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
」
に
区
民
健
康
村
コ
ー
ナ
ー
設
置
（
～

８
・
１
）
。
こ
れ
を
機
に
世
田
谷
区
に
お
け
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
川
場
村
物
産
直

販
売
活
動
始
ま
る
。 

８
・
１ 

川
場
村
で
全
国
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会
開
催
。 

８
・
２ 

台
風
十
号
に
よ
り
川
場
村
の
農
作
物
被
害
（
総
額
三
億
円
余
）
。 

８
・
３ 

世
田
谷
区
教
委
・
池
之
上
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
川
場
村
で
「
森
の
キ
ャ
ン
プ
」
実
施

（
～
８
・
６
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
に
川
場
村
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
）
。 

８
・
６ 

川
場
小
学
校
六
年
生
児
童
、
世
田
谷
区
三
浦
臨
海
学
園
で
臨
海
学
校
実
施
（
～
８
・

８
）
。 

８
・
10 

川
場
村
教
委
、
『
写
真
集
川
場
村
の
文
化
財
第
一
集
』
発
刊
。 

８
・
24 

区
立
世
田
谷
小
学
校
、
川
場
村
で
移
動
教
室
予
備
活
動
実
施
（
～
８･

26

。
川
場
村

で
の
初
の
移
動
教
室
）
。 

８
・
26 

世
田
谷
区
児
童
課
、
小
学
校
児
童
に
よ
る
「
川
場
村
キ
ャ
ン
プ
」
実
施
（
～
８
・

28

）
。 

９
・
１ 

川
場
村
長
、
従
前
の
候
補
地
区
に
加
え
、
五
地
区
に
つ
い
て
の
調
査
を
世
田
谷
区
長

に
要
請
（
谷
地
富
士
山
地
区
、
中
野
太
田
川
地
区
、
門
前
大
倉
地
区
、
生
品
後
山
地

区
、
谷
地
上
界
戸
地
区
）
。 

９
・
10 

世
田
谷
区
長
、
区
民
健
康
村
の
適
地
と
し
て
中
野
太
田
川
地
区
・
谷
地
富
士
山
地
区

と
決
定
し
た
旨
川
場
村
長
に
回
答
。 

９
・
14 

中
野
・
富
士
山
両
地
区
地
権
者
代
表
、
健
康
村
の
誘
致
を
承
諾
す
る
旨
、
川
場
村
長

に
回
答
。 

９
・
25 

川
場
村
長
、
「
健
康
村
地
区
指
定
に
と
も
な
う
用
地
確
保
に
つ
い
て
」
世
田
谷
区
長

に
通
知
（
取
得
契
約
目
標
を
十
二
月
二
十
五
日
と
し
地
権
者
と
の
折
衝
に
入
り
た
い

旨
）
。 

10

・
４ 

世
田
谷
区
、
区
民
健
康
村
開
設
準
備
委
員
会
の
設
置
決
定
（
健
康
村
Ｐ
Ｔ
を
拡
充
改

組
、
行
政
側
の
責
任
執
行
体
制
を
明
確
に
す
る
。
委
員
長
を
助
役
と
し
、
委
員
会
に

小
委
員
会
、
施
設
建
設
部
会
、
企
画
運
営
部
会
各
設
置
。
略
称
「
健
康
村
開
設
準
備

委
」
）
。 

10

・
15 

区
民
健
康
村
開
設
準
備
室
、
富
士
山
地
区
地
権
者
と
の
用
地
取
得
折
衝
開
始
。

10

・
16

中
野
地
区
地
権
者
と
開
始
。 

10

・
30 

温
泉
調
査
機
関
の
東
京
技
営
㈱
、
富
士
山
地
区
開
発
予
定
地
に
お
け
る
温
泉
湧
出
の

可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
報
告
。 

10

月 

川
場
村
、
「
村
の
花
」
に
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
「
村
の
木
」
に
姫
小
松
（
五
葉
松
）
指

定
。 

11

・
10 

世
田
谷
区
、
開
発
地
域
を
富
士
山
地
区
・
中
野
地
区
に
変
更
、
あ
ら
た
め
て
大
規
模

土
地
開
発
事
業
計
画
協
議
書
を
群
馬
県
に
提
出
。 

‘
83･

３･

７
群
馬
県
承
認
。 

11

・
15 

上
越
新
幹
線
（
大
宮
・
新
潟
間
）
運
行
開
始
（
川
場
村
へ
の
最
寄
駅
は
上
毛
高

原
）
。 

11

・
23 

世
田
谷
区
下
馬
生
活
協
同
組
合
役
員
、
川
場
村
農
協
、
農
業
従
事
者
と
農
産
物
取
扱

い
の
可
能
性
に
つ
き
懇
談
（
11

・
24

）
。 

12

・
15 
こ
の
日
発
行
の
世
田
谷
区
広
報
「
区
民
健
康
村
づ
く
り
」
欄
で
川
場
村
農
家
で
の
体

験
宿
泊
募
集
。 

   



１
・
28 

区
民
健
康
村
施
設
用
地
の
現
況
測
量
開
始
。 

３
・
６ 

第
二
十
八
回
群
馬
県
青
年
祭
芸
能
文
化
の
部
で
川
場
村
連
合
青
年
団
に
よ
る
演
劇

｢

か
あ
さ
ん
の
う
た｣

最
優
秀
賞
受
賞
。 

３
・
26 

健
康
村
開
設
準
備
委
第
一
回
委
員
会
。 

４
・
８ 

世
田
谷
区
教
委
、
新
入
生
へ
の
入
学
祝
と
し
て
川
場
小
学
校
に
ア
ン
ズ
の
木
贈
呈
。 

４
・
10 
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
、
川
場
村
長
を
辞
任
立
候
補
し
た
永
井
鶴
二
氏
当
選
。 

４
・
24 
世
田
谷
区
長
選
挙
、
大
場
啓
二
氏
当
選
（
三
選
）
。 

４
・
27 

川
場
村
長
に
小
林
丘
一
就
任
（
無
投
票
当
選
）
。 

５
・
10 

健
康
村
開
設
準
備
委
施
設
建
設
部
会
、
施
設
の
設
計
構
想
に
つ
い
て
の
検
討
に
着
手

（
設
計
者
も
委
員
と
し
て
参
加
）
。 

５
・
12 

世
田
谷
区
長
、
川
場
村
に
お
け
る
植
樹
祭
に
参
加
。 

６
・
11 

世
田
谷
区
砧
地
区
老
人
会
約
三
百
人
、
老
人
組
織
と
し
て
初
め
て
川
場
村
訪
問
。 

６
・
15 

区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
設
置
（
世
田
谷
区
と
川
場
村
が
、
区
民
健
康
村
施
設
整

備
、
交
流
事
業
の
推
進
、
川
場
村
の
環
境
保
全
等
に
関
し
協
議
・
調
整
す
る
機
関
。

議
長
は
世
田
谷
区
助
役
）
。 

６
・
27 

世
田
谷
区
立
花
見
堂
小
学
校
、
川
場
村
で
移
動
教
室
試
行
（
～
６･

29

）
。
こ
の
年

三
校
が
試
行
。 

７
・
４ 

川
場
村
、
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
。 

７
・
６ 

世
田
谷
区
、
区
民
健
康
村
用
地
の
地
質
調
査
開
始
。 

７
・
21 

世
田
谷
区
弦
巻
児
童
館
、
川
場
村
で
の
キ
ャ
ン
プ
実
施
（
～
７
・
23

）
。
こ
の

夏
、
等
々
力
児
童
館
、
池
之
上
青
少
年
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
実
施
。 

７
・
28 

世
田
谷
区
立
希
望
ヶ
丘
中
学
校
ク
ラ
ブ
合
宿
実
施
（
～
７
・
31

）
。
こ
の
夏
、
区

立
中
学
校
四
校
が
ク
ラ
ブ
合
宿
実
施
。 

７
月 

川
場
村
天
神
地
区
、
群
馬
県
む
ら
づ
く
り
表
彰
事
業
県
知
事
賞
受
賞
。 

８
・
20 

世
田
谷
区
の
桜
丘
地
区
子
供
会
、
川
場
村
で｢

森
の
キ
ャ
ン
プ｣
実
施
（
～
８
・

23

。
後
に｢

青
少
年
問
題
を
考
え
る
会｣

と
し
て
実
施
）
。 

８
・
22 

世
田
谷
区
、
農
作
業
体
験
を
含
む
川
場
村
で
の
区
職
員
管
理
職
研
修
開
始
。 

８
・
27 

川
場
村
中
野
地
区
り
ん
ご
研
究
会
、
下
馬
生
活
協
同
組
合
と
農
産
物
取
扱
い
の
可
能

性
に
つ
い
て
意
見
交
換
。 

８
・
29 

健
康
村
開
設
準
備
委
施
設
建
設
部
会
、
中
野
地
区
・
富
士
山
地
区
各
施
設
設
計
構
想

計
画
を
と
り
ま
と
め
る
。
９
・
８
世
田
谷
区
長
に
報
告
。 

10

・
15 

川
場
村
を
会
場
と
し
て
第
三
十
八
回
国
民
体
育
大
会
（
あ
か
ぎ
国
体
）
の
山
岳
競

技
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
行
わ
れ
る(

～
10

・
20)

。 
 
 

 

１
・
20 

世
田
谷
区
、
富
士
山
桜
川
温
泉
試
掘
の
た
め
の
許
可
申
請
。
３
・
23

群
馬
県
環
境

衛
生
部
許
可
。 

２
・
10 

川
場
村
、
雪
害
対
策
本
部
設
置
（
こ
の
冬
記
録
的
な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
施
設
農
作

物
を
中
心
に
大
被
害
）
。 

２
・
21 

世
田
谷
区
、
富
士
山
地
区
・
中
野
地
区
に
つ
き
大
規
模
開
発
事
業
承
認
を
群
馬
県
に

申
請
。
４
・
12

群
馬
県
承
認
。 

３
・
２ 

川
場
ス
キ
ー
場
計
画
に
大
都
開
発
㈱
の
参
入
決
定
。 

３
・
７ 

世
田
谷
区
立
千
歳
台
小
学
校
と
川
場
小
学
校
と
の
姉
妹
校
交
流
成
立
。 

３
・
12 

世
田
谷
区
議
会
、
区
民
健
康
村
用
地
取
得
議
案
議
決
（
第
一
次
買
収
）
。
最
終
的
な

用
地
面
積
は
買
収
六
万
三
二
五
九
平
方
㍍
、
賃
借
一
九
万
六
一
〇
四
平
方
㍍
で
総
計

二
五
万
九
三
六
三
平
方
㍍
。 

４
・
３ 

世
田
谷
区
と
姉
妹
都
市
の
カ
ナ
ダ
・
ウ
イ
ニ
ペ
グ
市
の
中
学
生
、
初
め
て
川
場
村
訪

問
（
～
４
・
５
）
。 

４
月 

川
場
村
の
永
井
酒
造
、｢

世
田
谷｣

ブ
ラ
ン
ド
の
清
酒
を
世
田
谷
区
内
に
出
荷
開
始
。 

５
・
23 

世
田
谷
区
議
会
議
員
互
助
会
野
球
部
、
川
場
村
で
は
じ
め
て
合
宿
（
～
５
・

24

）
。 

５
・
25 

世
田
谷
区
園
芸
商
組
合
、
川
場
村
視
察
。 

５
・
29 

川
場
村
教
委
主
催
の
第
一
回
文
化
講
演
会
、
利
根
沼
田
文
化
会
館
（
沼
田
市
）
で
開

催
（
講
師
は
江
間
章
子
、
大
林
清
ら
世
田
谷
区
在
住
の
作
家
、
詩
人
、
歌
人
五
人
。

以
後
こ
の
種
の
催
し
は
行
わ
れ
ず
）
。 

６
・
15 

区
民
健
康
村
開
設
準
備
室
、
区
民
の
自
主
企
画
に
よ
る
健
康
村
づ
く
り
活
動
の
募
集

開
始
（
採
用
グ
ル
ー
プ
に
は
バ
ス
代
補
助
）
。 

６
・
26 

群
馬
県
衛
生
公
害
研
究
所
、
桜
川
温
泉
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
世
田
谷
区
に
通
知

（
湧
出
能
力
毎
分
三
百
㍑
、
泉
温
二
十
七
・
九
度
、
泉
質
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
）
。 

７
・
１ 

川
場
村
長
、
区
民
健
康
村
事
業
に
伴
う
村
内
商
工
業
者
へ
の
優
先
発
注
方
を
要
望
。 

７
・
25 

川
場
村
中
野
地
区
、｢

魔
除
け
ぞ
う
り｣

を
復
活
さ
せ
る
。 

７
・
29 

世
田
谷
区
職
員
互
助
会
、｢

川
場
を
知
る
集
い｣

実
施(

～
７
・
30)

。 

８
・
１ 

川
場
村
土
地
開
発
公
社
設
立
。 

８
・
４ 

世
田
谷
区
の
青
少
年
問
題
を
考
え
る
会
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
川
場
村
の
子
ど
も
の

短
期
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
実
施
（
～
８
・
６
）
。 

８
・
25 

世
田
谷
区
の
錬
心
館
関
根
道
場
、
川
場
村
で
剣
道
合
宿
と
交
歓
試
合
。 

９
・
３ 

川
場
村
中
野
地
区
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
、
世
田
谷
区
か
ら
指
導
者
を
招
き
ル
バ
ー
ブ

ジ
ャ
ム
づ
く
り
講
習
会
開
催
（
後
に
商
品
化
）
。 

９
・
22 

世
田
谷
区
プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー
連
絡
会
、｢

川
場
村
を
知
る
集
い
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ｣

実

施
（
～
９
・
24

。
農
作
業
の
手
伝
い
や
茅
場
づ
く
り
な
ど
）
。 

９
・
27 

区
民
健
康
村
施
設
建
設
工
事
起
工
式
。 

10

・
16 

世
田
谷
区
酒
販
売
組
合
、
川
場
村
視
察
。 

10

・
26 

世
田
谷
区
と
川
場
村
、
区
民
健
康
村
開
設
に
伴
う
法
人
設
立
に
関
す
る
協
定
締
結

（
健
康
村
の
管
理
・
運
営
、
川
場
村
観
光
施
設
等
の
運
営
に
つ
い
て
共
同
で
調
査
研

究
す
る
）
。 

11

・
11 

日
清
協
主
催
の
第
三
十
三
回
全
国
青
年
祭
演
劇
部
門
に
川
場
村
連
合
青
年
団
、
群
馬

県
代
表
と
し
て
出
演
。 

  ２
・
７ 

（
財
）
農
政
調
査
委
員
会
主
催｢

第
一
回
都
市
と
農
村
の
交
流｣

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、

世
田
谷
区
長
、
区
民
健
康
村
開
設
準
備
室
長
、
川
場
村
企
画
課
長
ら
出
席
、
区
民
健

康
村
づ
く
り
事
例
紹
介
。 

２
・
14 

区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
、
健
康
村
に
対
す
る
村
内
物
資
供
給
組
織
の
構
想
に
つ

い
て
協
議
。 

２
・
24 

山
村
留
学
制
度
（
世
田
谷
区
の
小
中
学
生
が
毎
年
二
、
三
名
川
場
村
に
ホ
ー
ム
ス
テ
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イ
し
て
七
月
下
旬
ま
で
通
学
）
ス
タ
ー
ト
（
平
成
二
年
度
以
降
休
止
）
。 

３
・
１ 

世
田
谷
区
と
川
場
村
、
村
道
中
野
線
改
修
工
事
に
つ
い
て
協
定
（
村
落
か
ら
健
康
村

中
野
地
区
施
設
に
至
る
区
間
の
工
事
費
に
つ
い
て
は
世
田
谷
区
が
負
担
す
る
）
。 

３
・
３ 

第
三
十
回
群
馬
県
青
年
祭
芸
能
文
化
の
部
で
川
場
村
連
合
青
年
団
の
演
劇｢

絆｣

、
最

優
秀
賞
受
賞
。 

３
・
14 
上
越
新
幹
線
、
上
野
始
発
と
な
る
。 

３
・
19 
川
場
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
設
立
。 

３
・
20 

川
場
村
教
委
、
『
写
真
集
川
場
村
の
文
化
財
第
二
集
』
発
刊
。 

３
・
25 

川
場
村
議
会
、
村
民
参
加
に
よ
り
策
定
し
た
川
場
村
の
総
合
計
画
議
決
、
川
場
村
民

憲
章
採
択
。 

３
・
26 

世
田
谷
区
と
川
場
村
の
高
校
生
交
流
事
業
開
始
（
～
３
・
28

。
ス
キ
ー
交
流
、
も

ち
つ
き
な
ど
）
。 

４
・
１ 

区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
規
約
改
正
（
健
康
村
施
設
整
備
に
関
す
る
事
項
を
削
除

し
、
消
費
原
材
料
需
給
、
人
的
協
力
に
関
す
る
事
項
を
新
た
に
盛
り
込
み
、
実
務
者

レ
ベ
ル
に
よ
る
「
幹
事
」
の
参
画
を
規
定
）
。 

４
・
17 

区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
、
健
康
村
運
営
の
た
め
の
法
人
、
株
式
会
社
世
田
谷
・

川
場
ふ
る
さ
と
公
社
設
立
に
伴
う
細
目
に
つ
い
て
協
議
。 

４
・
27 

川
場
村
「
ふ
れ
あ
い
の
家
温
泉
館
」
オ
ー
プ
ン
（
観
光
と
村
民
の
交
流
と
を
兼
ね
た

施
設
）
。 

４
月 

世
田
谷
区
、
区
民
健
康
村
開
設
に
伴
う
川
場
村
の
環
境
変
化
に
つ
き
五
ヵ
年
に
わ
た

る
調
査
開
始
（
社
会
環
境
・
景
観
・
水
質
等
の
変
化
を
観
測
す
る
。
東
京
農
業
大
学

に
委
託
）
。 

５
・
19 

川
場
村
に
高
崎
短
期
大
研
修
施
設
「
萱
の
家
」
開
設
（
川
場
湯
原
地
区
。
一
般
に
も

開
放
）
。 

６
・
５ 

世
田
谷
区
と
川
場
村
と
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
歓
試
合
開
始
（
～
６
・
６
）
。 

７
・
22 

東
京
農
業
大
学
学
生
、
川
場
村
の
森
林
管
理
作
業
支
援
活
動
開
始
（
～
７
・
25

。

以
後
毎
年
実
施
）
。 

７
・
29 

区
民
健
康
村
富
士
山
地
区
施
設
敷
地
内
の
温
泉
掘
削
工
事
開
始
。 

８
・
16 

世
田
谷
区
、
中
学
生
以
上
の
青
少
年
を
対
象
と
し
て
川
場
村
農
家
に
宿
泊
し
て
の
農

作
業
体
験
事
業
実
施
（
～
８
・
18

。
国
際
青
年
年
記
念
事
業
）
。 

８
・
25 

第
二
回
烏
山
親
子
木
工
ま
つ
り
（
八
百
人
参
加
）
に
川
場
村
か
ら
間
伐
材
提
供
。
以

後
も
森
林
組
合
・
村
役
場
、
材
料
提
供
で
協
力
。 

10

・
１ 

『
広
報
か
わ
ば
』
で
㈱
世
田
谷
・
川
場
ふ
る
さ
と
公
社
職
員
募
集
。 

10

・
２ 

関
越
自
動
車
道
練
馬
・
長
岡
間
開
通
（
こ
れ
に
よ
り
川
場
村
へ
の
到
着
時
間
大
幅
短

縮
）
。 

10

・
26 

川
場
村
教
委
、
「
農
業
後
継
者
と
世
田
谷
娘
と
の
交
歓
会
」
開
催
。
12

・
22

世
田

谷
区
で
開
催
。 

11

・
８ 

第
一
回
奥
利
根
ふ
る
さ
と
懇
談
会
で
区
民
健
康
村
事
業
事
例
を
発
表
。 

11

・
30 

東
京
都
世
田
谷
区
区
民
健
康
村
条
例
公
布
（
‘
86

・
５
・
12

施
行
。
中
野
地
区
施

設
は
「
な
か
の
ビ
レ
ジ
」
、
富
士
山
地
区
施
設
は
「
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
」
と
す
る
。

宿
泊
施
設
使
用
料
は
一
泊
に
つ
き
中
学
生
以
上
二
千
円
、
小
学
生
千
円
）
。 

11

・
30 

川
場
村
教
委
、
利
根
沼
田
文
化
会
館
で
「
都
市
と
山
村
を
つ
な
ぐ
文
化
交
流
コ
ン
サ

ー
ト
」
開
催
（
演
奏
東
京
ア
マ
デ
ウ
ス
管
弦
楽
団
）
。 

 

こ
の
年
、
川
場
村
中
野
地
区
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
団
地
造
成
（
新
地
域
農
業
生
産
総
合

振
興
対
策
事
業
適
用
。
二
・
五
㌶
）
。 

  １
・
12 

世
田
谷
区
の
「
新
年
子
ど
も
ま
つ
り
」
で
川
場
村
の
ワ
ラ
細
工
を
指
導
。 

２
・
８ 

㈱
川
場
物
産
セ
ン
タ
ー
設
立
（
区
民
健
康
村
へ
の
物
資
供
給
を
主
目
的
と
し
た
組

織
。
農
協
・
商
工
会
・
森
林
組
合
の
三
者
が
参
画
）
。 

２
・
20 

川
場
小
学
校
新
校
舎
使
用
開
始
（
12

・
８
落
成
式
）
。 

２
・
28 

世
田
谷
区
教
委
、
世
田
谷
区
と
川
場
村
の
青
年
の
ス
キ
ー
交
流
会
開
催
（
～
３
・

３
．
ス
キ
ー
交
流
と
ジ
ャ
ム
・
チ
ー
ズ
づ
く
り
）
。 

３
・
24 

川
場
村
環
境
保
全
条
例
公
布
施
行
。 

３
・
27 

世
田
谷
区
、
区
民
健
康
村
な
か
の
ビ
レ
ジ
専
用
水
道
施
設
を
川
場
村
に
譲
渡
（
維
持

管
理
に
は
川
場
村
が
当
た
り
、
世
田
谷
区
が
使
用
す
る
水
道
料
金
は
無
料
と
す
る
）
。 

４
・
１ 

世
田
谷
区
、
区
民
健
康
村
開
設
準
備
室
を
区
民
健
康
村
室
と
改
称
。 

４
・
１ 

㈱
世
田
谷
・
川
場
ふ
る
さ
と
公
社
設
立
（
資
本
金
は
世
田
谷
区
と
川
場
村
が
共
同
出

資
）
。 

４
・
１ 

川
場
村
、
地
域
開
発
事
業
指
導
要
綱
、
同
審
議
会
設
置
要
綱
各
制
定
。 

４
・
23 

世
田
谷
区
民
健
康
村
開
村
式
。 

５
・
10 

武
尊
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
㈱
設
立
登
記
（
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
り
ス
キ
ー
場
開

発
に
当
た
る
）
。 

５
・
12 

世
田
谷
区
立
小
学
校
の
川
場
村
に
お
け
る
移
動
教
室
開
始
（
五
年
生
児
童
が
二
泊
三

日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
う
）
。 

６
・
６ 

世
田
谷
区
民
に
よ
る
健
康
村
施
設
の
週
末
利
用
開
始
。 

６
月 

川
場
村
、
村
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
制
定
。 

７
・
18 

川
場
村
中
野
農
産
物
直
売
所
開
設
。 

７
・
26 

日
本
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
連
盟
、
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
村
の
会
堂
で
“
テ
ィ
ー
チ
イ
ン
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
”
開
催
（
～
７
・
27

）
。 

８
・
19 

世
田
谷
区
と
川
場
村
、
両
自
治
体
設
置
施
設
の
相
互
利
用
に
つ
い
て
の
覚
書
交
換
。 

８
・
22 

世
田
谷
区
教
委
、
「
川
場
村
欲
ば
り
体
験
交
流
会
」
実
施
（
～
８
・
24

。
一
部
民

泊
し
て
川
場
青
年
と
の
交
流
を
持
つ
）
。 

８
・
25 

世
田
谷
区
教
委
、
川
場
村
で
中
学
校
一
年
生
を
対
象
に
グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
実
施

（
～
８
・
29

）
。 

９
・
30 

川
場
村
、
川
場
ス
キ
ー
場
開
発
に
関
連
し
、
桜
川
上
流
地
域
の
開
発
・
保
全
に
関
す

る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
に
着
手
（
‘
87

年
３
月
作
成
）
。 

10

・
25 

健
康
村
も
み
じ
狩
り
と
秋
の
収
穫
ツ
ア
ー
事
業
実
施(

～
10

・
26)

。 
10

月 

川
場
村
森
林
組
合
、
木
材
工
芸
品
等
加
工
施
設
を
整
備
、
稼
動
開
始
（
後
に
「
み
み

ず
く
工
房
」
と
な
る
）
。 

11

・
15 

世
田
谷
区
、
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
村
の
会
堂
で
「
第
一
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
開

催
。 

11

・
16 
区
民
健
康
村
室
、
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
で
和
紙
造
形
基
礎
講
座
開
催
。 

12

・
20 

健
康
村
手
づ
く
り
食
品
学
校
事
業
開
始
（
川
場
村
産
の
原
材
料
を
利
用
し
て
食
品
加

工
技
術
を
学
ぶ
。
講
師
は
農
家
の
主
婦
）
。 

１
・
14 

川
場
村
に
ブ
ラ
ジ
ル
少
年
少
女
交
歓
使
節
団
来
村
。 
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１
月 

川
場
村
中
野
農
産
物
加
工
場
、
稼
動
開
始
（
ジ
ュ
ー
ス
、
ジ
ャ
ム
な
ど
の
果
実
類
の

加
工
が
中
心
）
。 

１
月 

川
場
村
、
萩
室
に
農
産
物
加
工
施
設
・
直
売
施
設
整
備
（
味
噌
醸
造
、
漬
物
類
の
加

工
が
中
心
。
運
営
管
理
は
農
協
）
。
３
月
稼
動
開
始
。 

２
・
４ 

川
場
村
中
学
校
立
志
式
で
世
田
谷
区
在
住
の
漫
画
家
富
永
一
朗
、
「
マ
ン
ガ
教

室
」
。 

３
・
20 
川
場
村
長
、
桜
川
温
泉
の
分
湯
に
つ
い
て
世
田
谷
区
長
に
要
請
。 

３
・
21 

区
民
健
康
村
、
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
を
本
拠
と
し
て
和
紙
造
形
大
学
（
本
科
コ
ー
ス
）

開
講
（
二
泊
三
日
で
年
間
六
回
受
講
す
る
）
。 

３
・
31 

健
康
村
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
敷
地
内
に
茅
葺
き
農
家
を
移
築
し
た
管
理
棟
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
な
ど
各
完
成
。 

３
・
31 

川
場
村
歴
史
民
俗
資
料
館
開
館
式
（
川
場
小
学
校
旧
校
舎
を
利
用
）
。 

４
・
４ 

世
田
谷
区
と
世
田
谷
区
民
健
康
村
を
結
ぶ
週
末
運
行
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
第
一
便
出

発
。 

４
・
20 

健
康
村
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
事
業
開
始
。 

４
・
26 

世
田
谷
区
長
選
挙
、
大
場
啓
二
当
選
（
四
選
）
。 

４
・
26 

川
場
村
長
選
挙
、
横
坂
太
一
当
選
。 

４
・
26 

こ
の
回
の
選
挙
か
ら
川
場
村
議
会
議
員
の
定
数
十
二
と
な
る
（
四
議
席
減
）
。 

４
月 

健
康
村
き
の
こ
の
里
事
業
開
始
（
シ
イ
タ
ケ
、
ナ
メ
コ
の
榾
木
の
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ

て
自
分
で
種
菌
を
植
え
つ
け
る
）
。 

５
・
30 

健
康
村
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
事
業
開
始
（
四
季
に
川
場
村
を
訪
れ
て
川
場
村
の
風
景
を
撮

影
す
る
）
。 

５
月 

あ
る
き
ん
ぐ
ク
ラ
ブ
主
宰
の
竹
内
成
光
（
池
尻
二
丁
目
在
住
）
、
川
場
村
中
野
小
田

川
地
区
に
農
家
の
廃
屋
を
借
り
て
「
山
の
家
」
開
設
。
‘
89

年
４
月
家
族
と
と
も

に
移
住
。 

６
・
１ 

世
田
谷
区
、
区
民
健
康
村
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
愛
称
募
集
（
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は

千
歳
台
三
丁
目
・
西
静
子
の
作
品
が
当
選
。
愛
称
は
該
当
作
な
し
）
。 

６
・
19 

和
紙
造
形
大
学
（
短
期
コ
ー
ス
）
開
講
。 

７
・
７ 

桜
川
上
流
域
の
開
発
現
地
説
明
会
開
催
（
ス
キ
ー
場
開
発
の
内
容
と
こ
れ
に
伴
う
民

宿
の
あ
り
方
に
つ
い
て
説
明
）
。 

７
・
18 

健
康
村
武
尊
山
登
山
事
業
開
始
。 

７
・
25 

あ
る
き
ん
ぐ
ク
ラ
ブ
の
小
中
学
生
四
人
、
世
田
谷
・
川
場
間
の
歩
行
に
挑
戦
出
発

（
７
・
30

川
場
村
到
着
。
‘
88

年
は
十
人
が
柏
崎
・
川
場
村
を
歩
行
）
。 

８
・
５ 

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟
世
田
谷
地
区
、
結
成
二
十
五
周
年
記
念
キ
ャ
ン
プ

大
会
を
川
場
村
で
実
施
（
～
８
・
10

）
。 

８
・
17 

健
康
村
夏
の
学
校
事
業
開
始
（
世
田
谷
区
と
川
場
村
の
子
ど
も
に
よ
る
四
泊
五
日
の

合
宿
生
活
体
験
。
‘
89

年
か
ら
「
森
の
学
校
」
と
改
称
）
。 

９
・
８ 

川
場
村
幼
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、
村
中
央
部
通
学
路
に
「
あ
い
さ
つ
通
り
」
設

定
。 

11

・
10 

川
場
村
富
士
山
・
上
界
戸
両
地
区
代
表
、
世
田
谷
区
と
川
場
村
に
桜
川
温
泉
か
ら
の

引
湯
計
画
案
提
出
。 

11

・
14 

世
田
谷
区
、
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
村
の
会
堂
で｢

第
一
回
森
の
美
術
展｣

開
催
（
～

11

・
30

。
区
立
世
田
谷
美
術
館
収
蔵
作
品
を
五
十
点
前
後
展
示
）
。 

 

２
・
13 

川
場
村
郷
土
芸
能
祭
開
催
（
こ
の
年
よ
り
秋
の
文
化
祭
か
ら
分
離
し
て
開
催
）
。 

４
・
１ 

財
団
法
人
川
場
村
観
光
開
発
公
社
設
立
（
村
営
観
光
施
設
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
の
運
営
に
あ
た
る
）
。 

４
・
14 

川
場
村
か
た
る
べ
の
家
、
つ
く
る
べ
の
家
、
太
陽
の
家
完
成
式
（
観
光
と
村
民
交
流

と
を
兼
ね
た
施
設
。
国
土
庁
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と
推
進
モ
デ
ル
事
業
適
用
）
。 

４
・
29 

世
田
谷
区
、
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
村
の
会
堂
で｢

第
一
回
森
の
書
展｣

開
催
（
～
５
・

８
。
世
田
谷
区
在
住
書
家
の
作
品
を
展
示
）
。 

５
・
23 

川
場
ス
キ
ー
場
起
工
式
（
12

月
開
業
予
定
）
。 

５
月 

健
康
村
み
そ
・
そ
ば
の
会
事
業
開
始
（
大
豆
・
そ
ば
の
年
間
農
作
業
と
手
づ
く
り
食

品
加
工
作
業
を
セ
ッ
ト
で
行
う
）
。 

７
・
１ 

区
民
健
康
村
室
、
『
健
康
村
新
聞
』
創
刊
（
季
刊
）
。 

７
・
８ 

川
場
村
内
の
県
道
平
川
沼
田
線
背
嶺
ト
ン
ネ
ル
貫
通
。
こ
の
年
、
同
道
路
全
線
開

通
。 

７
・
16 

和
紙
造
形
大
学
、
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
村
の
会
堂
で
「
第
一
回
和
紙
造
形
日
本
メ
キ
シ

コ
国
際
展
」
開
催
（
～
７
・
26

。
高
円
宮
殿
下
来
臨
）
。 

８
月 

川
場
村
、
農
業
に
つ
い
て
の
村
民
意
識
調
査
実
施
（
全
戸
調
査
。
観
光
農
業
を
付
加

し
た
農
業
経
営
を
志
向
）
。 

９
・
27 

武
尊
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
㈱
取
締
役
会
、
川
場
ス
キ
ー
場
の
完
成
は
一
年
延
期
と
決

定
（
記
録
的
な
長
雨
で
工
事
遅
延
）
。 

11

・
10 

川
場
谷
沢
砂
防
ダ
ム
竣
工
。 

11

・
28 

世
田
谷
区
、
桜
川
温
泉
の
能
力
試
験
調
査
（
～
12

・
26

）
。
適
正
能
力
は
自
噴
方

式
で
毎
分
五
十
㍑
、
揚
湯
方
式
で
毎
分
一
八
〇
㍑
と
判
明
。 

12

・
26 

「
ぐ
ん
ま
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
高
原
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」
、
国
土
庁
な
ど
国
の
承
認
受
け
る

（
川
場
村
は
三
三
〇
〇
㌶
が
重
点
整
備
地
区
に
指
定
）
。 

  ３
・
22 

川
場
村
、
山
村
と
都
市
の
交
流
表
彰
で
全
国
山
村
振
興
連
盟
会
長
賞
受
賞
。 

４
・
１ 

川
場
村
役
場
、
産
業
課
廃
止
、
農
政
課
・
建
設
課
各
設
置
。 

４
・
28 

馬
事
公
苑
前
け
や
き
広
場
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
世
田
谷
緑
化
ま
つ
り
で
川
場
村
の

地
鶏
卵
の
直
販
と
特
別
栽
培
米
（
有
機
低
農
薬
栽
培
）
の
宣
伝
行
う
（
特
別
栽
培
米

は
世
田
谷
区
民
か
ら
予
約
募
集
）
。 

５
・
10 

川
場
村
、
地
域
住
宅
計
画
（
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
計
画
）
の
策
定
に
着
手
。 

５
・
16 

川
場
村
、
第
八
回
日
本
旅
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
。 

５
・
26 

世
田
谷
区
酒
販
組
合
青
年
部
、
川
場
産
加
工
食
品
の
店
頭
販
売
開
始
。 

６
・
10 

世
田
谷
区
区
民
健
康
村
事
業
検
討
委
員
会
発
足
（
世
田
谷
区
民
・
川
場
村
代
表
も
加

え
て
充
実
展
開
策
を
練
る
。
委
員
長
鈴
木
忠
義
東
京
農
業
大
学
教
授
）
。 

７
・
27 

日
韓
地
域
文
化
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
韓
国
青
年
仮
面
劇
の
一
行
川
場
村
を
訪

問
。
７
・
29

公
演
。 

９
・
２ 
地
域
活
力
の
掘
り
起
こ
し
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
第
三
回
自
治
体
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
区
民
健
康
村
事
例
報
告
。 

９
・
16 

世
田
谷
区
在
住
切
り
絵
作
家
の
後
藤
伸
行
、
富
士
山
地
区
に
「
創
作
の
里
」
事
業
を

計
画
し
地
鎮
祭
。 

９
・
21 

富
士
山
地
区
に
登
り
窯
を
備
え
た
陶
房｢

壺
中
天｣

落
成
式
。 

１９8７ 

  
昭
和
62

年 

１９8８ 

  
昭
和
63

年 

１９8９ 

  
昭
和
64

年
／
平
成
元
年 



10

・
１ 

川
場
村
、
村
制
百
周
年
記
念
誌
『
時
は
流
れ
て
遥
か
な
る
心
を
し
の
ぶ
』
発
刊
。 

10

・
４ 

第
二
回
和
紙
造
形
日
本
メ
キ
シ
コ
国
際
展
、
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
プ
エ
ブ
ラ
文
化
会
館

で
開
催
（
～
10

・
13

。
世
田
谷
区
長
、
和
紙
造
形
関
係
区
民
、
川
場
村
長
、
村
議

ら
多
数
参
加
）
。 

11

・
２ 

川
場
村
制
百
周
年
記
念
式
典
。
江
間
章
子
作
詞
・
中
田
喜
直
作
曲
（
い
ず
れ
も
世
田

谷
区
在
住
）
の
川
場
村
歌
披
露
。 

11

・
３ 
川
場
村
文
化
会
館
落
成
式
。
第
四
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
は
同
会
館
ホ
ー
ル
で
開

催
。 

11

・
５ 

川
場
村
文
化
会
館
の
前
庭
に
世
田
谷
区
と
川
場
村
の
小
学
生
の
共
同
制
作
に
よ
る
記

念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
完
成
、
除
幕
式
。 

11

・
22 

世
田
谷
区
民
絵
画
展
の
入
選
作
、
川
場
村
文
化
会
館
に
展
示
（
～
11

・
23

）
。 

11

・
23 

川
場
村
の
特
別
栽
培
米
、
世
田
谷
区
に
向
け
て
初
出
荷
。 

12

・
20 

川
場
ス
キ
ー
場
落
成
式
。
12

・
22

オ
ー
プ
ン
。 

12

月 

こ
の
月
に
開
業
し
た
川
場
村
民
宿
六
軒
。 

 
 １

・
７ 

川
場
村
文
化
会
館
で
「
富
永
一
朗
忍
者
画
展
」
開
催(

～
１
・
22)

。 

３
・
20 

川
場
村
文
化
会
館
で
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
農
村
と
都
市
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
」
開
催
（
川
場
村
長
、
区
民
健
康
村
室
長
ら
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
）
。 

３
・
23 

川
場
村
、
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
優
良
地
方
公
共
団
体
と
し
て
自
治
大
臣
表
彰

受
賞
。 

４
・
18 

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
川
場
村
民
へ
区
民
健
康
村
施
設
を
無
料
で
開
放
（
一

日
）
。 

５
・
16 

川
場
村
、
「
生
き
生
き
と
し
た
美
し
い
村
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
農
林
水
産
大
臣
賞

受
賞
。 

５
・
31 

世
田
谷
区
職
員
採
用
二
年
次
研
修
に
て
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
リ
ン
ゴ
農
家
へ
援
農
。 

６
・
13 

「
村
道
生
品
下
り
線
」
が
過
疎
代
行
道
路
と
し
て
工
事
着
手
。 

７
・
21 

第
三
回
和
紙
造
形
日
本
メ
キ
シ
コ
国
際
展
、
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
村
の
会
堂
で
開
催
、

メ
キ
シ
コ
合
衆
国
よ
り
八
名
の
教
授
来
村
（
～
７
・
29

）
。 

８
・
22 

川
場
中
学
校
女
子
剣
道
部
全
国
大
会
第
三
位
入
賞
。 

10

・
27 

川
場
村
文
化
会
館
で
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
「
大
江
戸
助
六
太
鼓
」
開
催
。 

12

・
８ 

第
八
回
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
全
国
大
会
、
川
場
村
に
て
開
催
。 

 
 ３

・
15 

川
場
村
、｢

朝
日
農
業
賞
」
を
朝
日
新
聞
社
・
群
馬
県
知
事
よ
り
受
賞
。 

３
・
17 

区
立
次
大
夫
堀
公
園
の
企
画
展
「
卵
か
ら
繭
ま
で
」
に
て
養
蚕
道
具
を
川
場
村
生
品

木
村
菊
彦
氏
よ
り
提
供
。 

３
・
26 

世
田
谷
区
民
健
康
村
第
二
期
の
運
営
と
整
備
に
係
る
指
針
ま
と
ま
る
。 

４
・
１ 

（
仮
称
）
「
迦
葉
・
富
士
山
県
立
森
林
公
園
」
の
森
林
整
備
着
手
。 

４
・
21 

世
田
谷
区
長
選
挙
、
大
場
啓
二
当
選
（
五
選
）
。 

４
・
21 

川
場
村
長
選
挙
、
横
坂
太
一
当
選
（
二
選
）
。 

６
・
13 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
に
お
い
て
、
仮
称
「
友
好
の
森
」
事
業
計
画
の

骨
子
を
了
承
。 

７
・
１ 

世
田
谷
区
と
川
場
村
の
間
で
桜
川
温
泉
分
湯
に
関
す
る
協
定
締
結
。 

７
・
20 

後
藤
伸
行
氏
の
切
り
絵
美
術
館
落
成
。 

７
・
22 

世
田
谷
区
・
川
場
村
縁
組
協
定
十
周
年
記
念
事
業
「
川
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
開
催

（
～
７
・
24

。
語
り
べ
の
宵
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
ブ
リ
バ

ー
）
。 

９
・
18 

川
場
村
長
、
仮
称
「
友
好
の
森
」
事
業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
の
要
望
を
世
田
谷
区

長
へ
提
出
。 

10

・
３ 

第
四
回
和
紙
造
形
日
本
メ
キ
シ
コ
国
際
展
、
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
プ
エ
ブ
ラ
文
化
会
館

で
開
催
（
～
10

・
12

）
。 

10

・
29 

川
場
村
、
「
過
疎
地
域
の
活
性
化
優
良
事
例
」
国
土
庁
長
官
賞
受
賞
。 

11

・
１ 

区
民
健
康
村
第
二
期
の
運
営
と
整
備
に
係
る
指
針
に
基
づ
き
、
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
の

改
修
工
事
に
着
手
。
‘
92

・
４
・
30

終
了
。 

12

・
11 

第
四
回
和
紙
造
形
日
本
メ
キ
シ
コ
国
際
展
（
国
内
展
）
を
世
田
谷
美
術
館
区
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
て
開
催
。
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
プ
エ
ブ
ラ
文
化
会
館
で
の
出
品
作
品
を
展

示
。 

12

・
20 

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
処
理
施
設
が
谷
地
地
内
に
完
成
し
、
処
理
業
務
を
開
始
。 

  １
・
12 

ふ
る
さ
と
公
社
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
本
稼
動
。 

１
・
30 

世
田
谷
区
・
川
場
村
縁
組
協
定
十
周
年
記
念
事
業
「
友
好
の
森
」
建
設
協
定
調
印
。 

２
・
11 

健
康
村
春
駒
ま
つ
り
見
学
ツ
ア
ー
を
初
開
催
。 

２
・
15 

世
田
谷
区
廻
沢
囃
子
保
存
会
が
川
場
村
芸
能
祭
に
初
参
加
。 

４
・
１ 

川
場
村
役
場
に
、
商
工
観
光
課
新
設
。 

４
・
１ 

川
場
村
美
し
い
む
ら
づ
く
り
条
例
施
行
。 

４
・
30 

ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
に
生
ご
み
リ
サ
イ
タ
ー
設
置
、
施
設
か
ら
で
る
生
ご
み
の
処
理
開

始
。 

７
・
20 

第
五
回
和
紙
造
形
日
本
メ
キ
シ
コ
国
際
展
、
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
村
の
会
堂
で
開
催

（
～
７
・
26

）
。 

８
・
１ 

川
場
村
武
道
館
新
築
。 

８
・
１ 

川
場
村
議
会
議
員
、
川
場
村
民
、
世
田
谷
区
民
ま
つ
り
を
見
学
。 

８
・
21 

元
気
の
で
る
村
づ
く
り
事
業
「
大
つ
ち
地
」
を
開
催
（
～
８
・
23

。
語
り
べ
の

宵
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
ブ
リ
バ
ー
）
。 

８
・
27 

薄
根
川
の
一
部
区
間
が
、
ラ
ブ
リ
バ
ー
制
度
適
用
河
川
と
し
て
建
設
省
よ
り
認
定
を

受
け
る
。 

12

・
３ 

健
康
村
施
設
に
空
き
缶
つ
ぶ
し
機
導
入
。 

12

・
15 

川
場
村
の
公
共
下
水
道
事
業
が
、
建
設
省
、
国
土
庁
よ
り
過
疎
代
行
事
業
と
し
て
認

定
、
着
手
。 

   

１９９０ 

  
平
成
２
年 

１９９１ 

  
平
成
３
年 

１９９２ 

  
平
成
４
年 



 

１
・
23 

元
気
の
で
る
村
づ
く
り
、
‘
92

「
一
握
り
の
土
か
ら
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
。 

１
・
29 

「
友
好
の
森
」
基
本
計
画
ま
と
ま
る
。 

３
・
23 

川
場
村
、
友
好
の
森
整
備
基
金
条
例
施
行
。 

３
・
28 

川
場
村
て
ん
ぐ
山
公
園
オ
ー
プ
ン
。
世
田
谷
区
制
60

周
年
を
記
念
し
、
桜
の
苗
木

が
川
場
村
へ
贈
呈
さ
れ
る
。
同
公
園
へ
記
念
植
樹
。
川
場
小
学
校
、
玉
川
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
落
成
記
念
サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
開
催
。 

４
・
１ 

㈱
田
園
プ
ラ
ザ
川
場
設
立
。 

４
・
８ 

沼
田
駅
～
川
場
村
循
環
バ
ス
路
線
が
廃
止
さ
れ
、
路
線
代
替
バ
ス
事
業
と
し
て
村
営

バ
ス
の
運
行
開
始
（
上
界
戸
～
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
間
が
新
設
さ
れ
る
）
。 

６
・
21 

川
場
村
て
ん
ぐ
山
公
園
の
世
田
谷
区
民
に
よ
る
使
用
に
関
す
る
協
定
締
結
。 

７
・
６ 

友
好
の
森
事
業
検
討
委
員
会
設
置
。 

７
・
22 

元
気
の
で
る
村
づ
く
り
、
‘
93

「
森
と
風
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
開
催
（
～

７
・
24

。
語
り
べ
の
宵
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
ブ
リ
バ
ー
）
。 

７
・
22 

友
好
の
森
事
業
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
。
こ
れ
ま
で
の
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
東
京
農
業
大
学
生
主
体
）
に
一
般
区
民
が
参
加
（
～
７
・

25

）
。 

７
・
25 

千
歳
台
小
学
校
・
川
場
小
学
校
交
流
十
周
年
記
念
交
流
会
、
な
か
の
ビ
レ
ジ
で
開
催

（
～
７
・
26

）
。 

９
・
21 

川
場
村
、
「
保
健
事
業
推
進
功
労
表
彰
」
厚
生
大
臣
賞
受
賞
。 

10

・
４ 

第
六
回
和
紙
造
形
日
本
メ
キ
シ
コ
国
際
展
、
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
プ
エ
ブ
ラ
市
の
フ
ン

ダ
シ
オ
・
メ
ヒ
カ
ー
ナ
に
て
開
催
。 

11

・
１ 

区
民
健
康
村
第
二
期
の
運
営
と
整
備
に
係
る
指
針
に
基
づ
き
、
な
か
の
ビ
レ
ジ
の
第

一
期
改
修
工
事
に
着
手
（
～
‘
94

・
４
・
30

）
。 

12

月 

川
場
村
、
天
候
の
異
常
（
冷
害
）
に
よ
る
戦
後
最
大
の
農
作
物
被
害
を
被
る
（
被
害

面
積
二
三
九
㌶
、
被
害
総
額
四
億
四
五
〇
〇
万
円
）
。 

 
 ３

・
15 

川
場
村
幼
稚
園
舎
新
築
。 

３
・
15 

田
園
プ
ラ
ザ
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
完
成
。 

３
・
15 

川
場
湯
原
木
賊
地
内
に
金
山
浄
水
場
新
設
。 

３
・
31 

川
場
駐
在
所
が
川
場
型
モ
デ
ル
住
宅
に
改
築
。 

３
・
31 

村
営
バ
ス
停
留
所
の
情
報
ポ
ケ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
内
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
設
置
。 

４
・
１ 

元
気
の
で
る
村
づ
く
り
実
行
委
員
会
に
よ
り
、
川
場
小
学
校
へ
空
き
缶
回
収
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
。 

４
・
５ 

第
六
回
和
紙
造
形
日
本
メ
キ
シ
コ
国
際
展
（
国
内
展
）
を
世
田
谷
美
術
館
区
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
て
開
催
。 

５
・
11 

川
場
村
有
志
か
ら
世
田
谷
区
内
の
保
育
園
に
米
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。 

７
・
４ 

世
田
谷
区
大
蔵
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
へ
健
康
村
よ
り
空
き
瓶
搬
入
開
始
（
以
後
、
平
成

九
年
度
末
ま
で
実
施
）
。 

８
・
６ 

せ
た
が
や
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
初
参
加
。 

８
・
19 

健
康
村
創
作
活
動
教
室
ス
タ
ー
ト
（
～
８
・
21

。
石
彫
教
室
開
催
）
。 

９
・
１ 

川
場
村
か
ら
世
田
谷
区
総
合
防
災
訓
練
へ
援
助
物
資
を
搬
送
。 

９
・
23 

健
康
村
で
芦
沢
一
洋
氏
の
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
ス
タ
ー
ト
。 

９
・
26 

平
成
十
年
の
全
国
植
樹
祭
を
迦
葉
・
富
士
山
県
立
森
林
公
園
に
て
開
催
を
予
定
（
小

寺
県
知
事
九
月
定
例
議
会
で
表
明
）
。 

９
・
30 

台
風
26

号
に
よ
り
川
場
村
の
り
ん
ご
園
打
撃
を
受
け
る
（
被
害
面
積
八
・
八
㌶
、

被
害
総
額
一
二
〇
〇
万
円
）
。 

11

・
１ 

な
か
の
ビ
レ
ジ
第
二
期
改
修
工
事
着
手
（
～
‘
95

・
４
・
30

）
。 

12

・
20 

元
気
の
で
る
村
づ
く
り
事
業
と
し
て
川
場
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
制
作
。 

  １
・
15 

川
場
湯
原
武
尊
神
社
、
茅
葺
き
屋
根
か
ら
銅
板
葺
き
屋
根
に
葺
き
替
え
。 

２
・
16 

ラ
ブ
リ
バ
ー
川
場
と
し
て
、
千
歳
台
小
学
校
・
川
場
小
学
校
児
童
に
よ
り
薄
根
川
へ

稚
魚
放
流
（
ヤ
マ
メ
五
〇
〇
〇
匹
）
。 

３
・
15 

世
田
谷
美
術
館
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
世
田
谷
和
紙
造
形
作
品
展
開
催
（
～
３
・

19

）
。 

３
・
31 

川
場
村
村
営
住
宅
（
四
戸
）
完
成
。 

４
・
１ 

世
田
谷
区
、
友
好
の
森
事
業
用
地
と
し
て
中
野
地
区
ヒ
ロ
イ
ド
原
の
賃
借
開
始
。 

４
・
９ 

友
好
の
森
事
業
「
き
の
こ
の
森
づ
く
り
」
ス
タ
ー
ト
。 

４
・
23 

世
田
谷
区
長
選
挙
、
大
場
啓
二
当
選
（
六
選
）
。 

４
・
23 

川
場
村
長
選
挙
、
横
坂
太
一
無
投
票
当
選
（
三
選
）
。 

６
・
10 

友
好
の
森
事
業
「
や
ま
（
森
林
）
づ
く
り
塾
」
ス
タ
ー
ト
。 

７
・
15 

川
場
村
田
園
プ
ラ
ザ
に
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
、
「
ミ
ー
ト
工
房
か
わ

ば
」
オ
ー
プ
ン
。 

７
・
20 

川
場
村
体
験
学
習
館
新
築
落
成
。 

７
・
26 

川
場
フ
ェ
ア
が
横
浜
高
島
屋
玉
川
店
に
て
開
催
（
～
８
・
１
）
。 

７
・
29 

災
害
時
に
お
け
る
相
互
援
助
協
定
締
結
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
１･

17

）
を
教
訓

と
し
て
）
。 

７
・
30 

世
田
谷
区
、
川
場
ま
つ
り
防
災
コ
ー
ナ
ー
を
運
営
、
起
震
車
を
出
展
。 

８
・
１ 

「
森
の
学
校
」
を
「
自
然
教
室
」
と
改
称
し
実
施
（
ジ
ュ
ニ
ア
３
泊
４
日
～
８
・

４
。
シ
ニ
ア
５
泊
６
日
～
８
・
６
）
。 

９
・
１ 

世
田
谷
区
防
災
訓
練
に
川
場
村
支
援
物
資
搬
送
（
川
場
村
村
議
会
議
員
視
察
）
。 

11

・
17 

平
成
10

年
全
国
植
樹
祭
会
場
と
し
て
迦
葉
・
富
士
山
県
立
森
林
公
園
に
決
定
。 

12

・
21 

ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
温
泉
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
工
事
完
了
。 

   
３
・
３ 

川
場
村
生
き
が
い
対
策
事
業
と
し
て
伝
統
工
芸
体
験
（
座
敷
ほ
う
き
、
竹
細
工
、
わ

ら
細
工
）
開
始
。 

３
・
21 
群
馬
県
議
会
議
員
（
元
川
場
村
長
）
永
井
鶴
二
氏
ご
逝
去(

60

才)

。
村
葬
を
実

施
。 

３
・
25 

川
場
村
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
組
合
よ
り
区
内
３
保
育
園
へ
苗
木
配
布
。 

４
・
17 

㈱
世
田
谷
川
場
ふ
る
さ
と
公
社
、
創
立
10

周
年
記
念
式
典
を
開
催
。 

４
・
24 

防
災
協
定
に
関
す
る
第
一
回
連
絡
会
議
を
区
役
所
で
開
催
。
以
降
、
年
一
回
開
催
。 

１９９３ 

  
平
成
５
年 

１９９４ 

  
平
成
６
年 

１９９５ 

  
平
成
７
年 

１９９６ 

  
平
成
８
年 



４
・
26 

建
設
省
よ
り
道
の
駅
「
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」
と
し
て
指
定
。 

５
・
18 

ふ
れ
あ
い
橋
完
成
（
Ｌ
＝
２
２
６
ｍ
、
Ｗ
＝
２
ｍ
で
ホ
テ
ル
Ｓ
Ｌ
よ
り
田
園
プ
ラ
ザ

を
結
ぶ
歩
行
者
専
用
吊
り
橋
）
。 

６
・
22 

道
の
駅
「
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」
開
所
式
挙
行
。 

８
・
27 

森
の
キ
ッ
チ
ン
（
友
好
の
森
野
外
炊
事
場
）
３
棟
整
備
工
事
竣
工
。 

９
・
20 
群
馬
県
主
催
の
山
村
都
市
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
区
立
砧
区
民
会
館
で
開
催
。 

９
・
21 
川
場
村
森
林
組
合
版
「
第
一
回
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
開
催
（
～
９･

22

。
や
ま

（
森
林
）
づ
く
り
塾
養
成
教
室
修
了
者
向
け
に
実
施
）
。 

11

・
１ 

第
二
十
回
世
田
谷
菊
花
展
に
川
場
村
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
出
品
、
展
示
。 

11

・
17 

群
馬
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
及
び
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
集
会
実
行
委
員 

会
主
催
の
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
集
会
を
川
場
村
文
化
会
館
に
て
開
催
。 

 

  

１
・
28 

世
田
谷
区
「
土
と
農
の
交
流
園
」
に
お
い
て
川
場
村
こ
ん
に
ゃ
く
婦
人
部
の
講
師
に

よ
る
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
講
習
会
開
催
。 

１
・
31 

友
好
の
森
「
森
の
む
ら
」
配
置
及
び
設
置
計
画
等
作
成
調
査
。 

２
・
12 

川
場
村
森
林
組
合
が
、
利
根
沼
田
中
部
森
林
組
合
（
川
場
村
、
沼
田
市
、
白
沢
村
が

合
併
）
と
し
て
発
足
。 

２
・
19 

や
ま
（
森
林
）
づ
く
り
塾
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
公
募
。
最
優
秀
賞
は
鈴
木
多
美
子
さ

ん
の
作
品
に
決
定
。 

２
・
21 

友
好
の
森
事
業
合
同
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
森
の
む
ら
内
へ
の
川
場
村
事
業
主
体

に
よ
る
（
仮
称
）
友
好
の
森
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建
設
計
画
策
定
。 

３
・
７ 

川
場
村
桜
川
の
環
境
整
備
を
考
え
る
会
（
代
表 

谷
地
区
長
）
の
河
川
空
間
（
桜

川
）
の
整
備
計
画
が
第
一
回
「
農
村
環
境
整
備
」
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
に
お
い
て
佳
作

受
賞
。 

３
・
12 

川
場
村
過
疎
地
域
活
性
化
計
画
に
（
仮
称
）
友
好
の
森
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建
設

計
画
を
位
置
づ
け
。 

４
・
１ 

世
田
谷
区
、
機
構
改
革
に
よ
り
区
民
健
康
村
室
か
ら
政
策
経
営
室
政
策
企
画
課
及
び

制
度
改
革
・
政
策
担
当
部
政
策
・
区
民
健
康
村
担
当
課
長
に
改
組
。 

４
・
５ 

世
田
谷
区
文
化
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。
川
場
村
・
健
康
村
紹
介
パ
ネ
ル

設
置
。 

４
・
13 

萩
室
地
区
の
獅
子
舞
30

年
ぶ
り
に
復
活
。 

４
・
14 

全
国
植
樹
祭
川
場
村
推
進
協
議
会
設
立
総
会
開
催
。 

７
・
18 

や
ま
（
森
林
）
づ
く
り
塾
養
成
教
室
修
了
者
に
よ
る
自
主
活
動
団
体
「
や
ま
づ
く

り
・
く
ら
ぶ
」
が
発
足
（
会
員
数
26

名
）
。 

10

・
１ 

友
好
の
森
「
ど
ん
ぐ
り
森
湧
金
庫
（
し
ん
よ
う
き
ん
こ
）
」
開
設
（
～
11

・
30

。

２
ヵ
月
で
約
四
九
万
個
の
預
金
高
）
。 

10

・
４ 

川
場
田
園
プ
ラ
ザ
、
そ
ば
処
「
虚
空
蔵
」
オ
ー
プ
ン
。 

10

・
28 

川
場
村
黒
岩
地
区
共
同
桑
園
跡
地
に
「
千
年
の
森
」
整
備
開
始
。 

11

・
12 

「
や
ま
づ
く
り
く
ら
ぶ
」
主
催
に
よ
る
講
演
会
を
文
化
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ

ー
ル
ー
ム
で
開
催
。
講
師
は
東
京
農
業
大
学
宮
林
茂
幸
氏
。 

11

・
22 

三
軒
茶
屋
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
に
お
い
て
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ま
つ
り
（
一
周
年
記
念
）
開

催
（
～
11

・
24

）
。
群
馬
県
き
の
こ
団
体
と
協
同
で
川
場
村
物
産
展
出
展
。 

11

・
28 

川
場
村
、
公
共
下
水
道
「
東
部
終
末
処
理
場
」
供
用
開
始
。 

12

・
９ 

友
好
の
森
「
森
の
学
校
」
が
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
の
里
整
備
事
業
と
し
て
着
手
。 

  １
・
13 

東
京
都
林
務
部
林
務
課
が
森
の
む
ら
現
場
視
察
。 

１
・
28 

ア
ジ
ア
演
出
家
協
会
研
修
会
が
川
場
村
に
お
い
て
実
施
（
～
１･

30

）
。
演
出
家
と

元
気
の
で
る
村
づ
く
り
実
行
委
員
会
と
の
交
流
会
を
併
せ
て
開
催
。 

３
・
10 

川
場
村
、
国
土
利
用
計
画
策
定
。 

３
・
16 

和
紙
造
形
大
学
10

周
年
記
念
式
典
開
催
。
同
記
念
展
覧
会
を
世
田
谷
美
術
館
区
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
（
～
３
・
29

）
。 

３
・
26 

関
越
自
動
車
道
「
昭
和
イ
ン
タ
ー
」
開
通
。 

３
・
30 

村
道
生
品
下
り
線
開
通
。 

３
・
31 

川
場
田
園
プ
ラ
ザ
「
ビ
ー
ル
工
房
」
完
成
。 

３
・
31 

友
好
の
森
「
森
の
学
校
」
新
築
工
事
竣
工
。 

４
・
１ 

世
田
谷
区
、
機
構
改
革
に
よ
り
制
度
改
革
・
政
策
担
当
部
政
策
・
区
民
健
康
村
担
当

課
長
か
ら
政
策
経
営
室
政
策
・
区
民
健
康
村
担
当
課
長
に
改
組
。 

４
・
21 

川
場
村
歴
史
民
俗
資
料
館
が
国
の
登
録
文
化
財
に
選
定
。 

４
・
22 

友
好
の
森
「
森
の
む
ら
」
新
築
工
事
着
手
。 

４
・
27 

川
場
田
園
プ
ラ
ザ
竣
工
式
挙
行
。 

４
・
29 

川
場
村
村
民
植
樹
祭
が
「
千
年
の
森
」
で
開
催
。
や
ま
づ
く
り
く
ら
ぶ
参
加
。 

５
・
10 

第
49

回
全
国
植
樹
祭
開
催
（
県
立
自
然
公
園
21

世
紀
の
森
）
。
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ

で
天
皇
皇
后
両
陛
下
主
催
の
ご
昼
食
会
開
催
。 

７
・
11 

な
か
の
ビ
レ
ジ
に
お
い
て
版
画
教
室
開
催
（
～
７
・
12

）
。 

８
・
29 

世
田
谷
区
民
健
康
村
、
利
用
者
８０

万
人
達
成
。 

９
・
１ 

川
場
村
か
ら
世
田
谷
区
総
合
防
災
訓
練
へ
援
助
物
資
を
搬
送
。 

10

・
16 

森
の
学
校
気
象
環
境
調
査
部
会
、
前
橋
工
科
大
学
土
屋
教
授
、
田
代
川
へ
圧
力
式
水

位
セ
ン
サ
ー
設
置
。 

11

・
７ 

な
か
の
ビ
レ
ジ
に
お
い
て
版
画
教
室
開
催
（
～
11

・
８
）
。 

11

・
20 

友
好
の
森
「
森
の
む
ら
」
新
築
工
事
竣
工
。 

  ３
・
14 

世
田
谷
区
郷
土
芸
能
大
会
（
砧
区
民
会
館
に
お
い
て
開
催
）
へ
萩
室
獅
子
舞
参
加
。 

４
・
１ 

森
の
学
校
指
導
員
（
講
師
）
登
録
制
度
ス
タ
ー
ト
。 

４
・
１ 

中
野
地
区
ハ
ー
ブ
研
究
会
「
ヒ
レ
イ
ド
ガ
ル
デ
ン
」
に
よ
る
ヒ
ロ
イ
ド
原
ハ
ー
ブ
ガ

ー
デ
ン
づ
く
り
開
始
。 

４
・
９ 

世
田
谷
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
「
シ
ョ
ッ
プ
ぴ
あ
喜
多
見
」
オ
ー
プ
ン
。
川
場
物
産

品
を
販
売
（
区
内
常
設
店
と
し
て
３
店
目
）
。 

４
・
25 
世
田
谷
区
長
選
挙
、
大
場
啓
二
当
選
（
七
選
）
。 

４
・
25 
川
場
村
長
選
挙
、
横
坂
太
一
無
投
票
当
選
（
四
選
）
。 

４
・
29 

友
好
の
森
「
森
の
む
ら
」
、
「
森
の
学
校
」
供
用
開
始
。 

５
・
20 

友
好
の
森
「
炭
焼
き
窯
」
完
成
。 

６
・
５ 

友
好
の
森
「
森
の
む
ら
」
、
「
森
の
学
校
」
開
設
式
典
挙
行
。 

１９９７ 

  
平
成
９
年 

１９９８ 

  
平
成
10

年 

平
成
11

年 

１９９９ 

  



７
・
１ 

㈱
世
田
谷
川
場
ふ
る
さ
と
公
社
、
生
ご
み
堆
肥
を
商
品
化
。
「
ひ
こ
ば
え
」
と
し
て

販
売
開
始
。 

７
・
２ 

友
好
の
森
「
森
の
む
ら
」
、
「
森
の
学
校
」
開
設
記
念
企
画
展
「
芦
澤
一
洋
の
世

界
」
開
催
（
～
９
・
30

。
延
べ
９
１
５
人
入
館
）
。 

８
・
１ 

世
田
谷
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
第
一
回
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
川
場
村
で
開

催
。 

９
・
11 
森
の
美
術
展
、
「
向
井
潤
吉
」
特
別
展
開
催
（
～
９
・
19

）
。 

10

・
20 

国
際
森
林
会
議
（
林
野
庁
・
群
馬
県
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
会
場

と
し
て
「
友
好
の
森
」
を
調
査
（
～
10

・
21

）
。 

10

・
27 

「
桜
川
ふ
れ
あ
い
水
辺
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
発
足
。 

11

・
５ 

門
前
春
駒
保
存
会
、
文
化
財
保
護
で
文
部
大
臣
表
彰
受
賞
。 

11

・
20 

や
ま
（
森
林
）
づ
く
り
塾
、
専
科
教
室
開
始
。
「
研
ぎ
の
技
術
に
つ
い
て
の
研
修
」

を
開
催
（
～
11

・
21

）
。 

12

・
７ 

世
田
谷
区
長
よ
り
川
場
村
横
坂
村
長
に
健
康
村
事
業
の
推
進
に
対
し
て
の
感
謝
状
贈

呈
。 

   

１
・
28 

世
田
谷
区
民
健
康
村
第
三
期
事
業
計
画
策
定
の
た
め
の
「
区
民
健
康
村
事
業
検
討
委

員
会
」
発
足
、
開
催
。
以
後
‘
01

年
２
月
17

日
ま
で
全
５
回
実
施
。 

４
・
１ 

世
田
谷
区
、
政
策
経
営
室
政
策
・
区
民
健
康
村
担
当
課
長
か
ら
生
活
文
化
部
区
民
健

康
村
・
ふ
る
さ
と
交
流
課
区
民
健
康
村
担
当
に
改
組
。 

４
・
25 

特
別
区
制
度
改
革
記
念
式
典
（
三
軒
茶
屋
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
内
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア

タ
ー
）
に
お
い
て
、
上
州
武
尊
太
鼓
を
披
露
。 

７
・
18 

川
場
ス
キ
ー
場
、
民
事
再
生
法
に
よ
る
再
生
計
画
案
認
可
。 

７
・
19 

上
下
流
連
携
に
よ
る
森
林
づ
く
り
会
議
に
、
区
民
健
康
村
・
ふ
る
さ
と
交
流
課
長
、

川
場
村
企
画
課
長
ら
出
席
。 

７
・
20 

森
の
学
校
企
画
展
、
野
の
花
散
歩
「
風
と
水
か
つ
な
ぐ
川
場
と
世
田
谷
」
植
物
画
展

開
催
（
～
11

・
30

）
。 

８
・
30 

川
場
ス
キ
ー
場
、
斑
尾
高
原
開
発
の
資
本
参
加
に
よ
り
第
三
セ
ク
タ
ー
の
社
名
を

「
川
場
リ
ゾ
ー
ト
」
に
社
名
変
更
。 

９
・
16 

森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
世
田
谷
区
と
川
場
村
の
交
流
事
業
を
紹
介
（
東

京
代
々
木
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）
。 

11

・
18 

川
場
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
「
川
場
キ
ッ
ズ
」
全
国
大
会
出
場
。 

12

・
９ 

や
ま
（
森
林
）
づ
く
り
塾
養
成
教
室
で
中
野
地
区
共
有
林
地
権
者
と
共
同
作
業
実

施
。 

 
 １

・
１ 

新
世
紀
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
花
火
打
ち
上
げ
）
を
実
施
。 

１
・
５ 

横
坂
村
長
、
永
井
元
村
長
の
肖
像
画
を
作
成
、
世
田
谷
区
役
所
へ
掲
示
。 

１
・
26 

縁
組
協
定
20

周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
を
設
置
。 

１
・
31 

桜
川
河
川
整
備
計
画
「
水
辺
の
楽
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
国
土
交
通
省
で
事
業
登

録
。 

２
・
23 

や
ま
（
森
林
）
づ
く
り
塾
、
専
科
教
室
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
」
を
開
催
（
～

２
・
25

）
。 

３
月 

世
田
谷
区
民
健
康
村
第
三
期
事
業
計
画
を
策
定
（
平
成
13

～
22

年
度
）
。 

３
月 

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
（
交
流
事
業
一
覧
）
を
作
成
。
移
動
教
室
等
で
配
布
。 

４
・
20 

第
一
回
移
動
教
室
関
係
機
関
（
区
・
村
・
公
社
・
各
教
育
委
員
会
含
む
）
に
よ
る
打

ち
合
わ
せ
を
開
催
。
移
動
教
室
運
営
委
員
会
・
資
料
作
成
委
員
会
の
合
同
現
地
調
査

の
際
に
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
。 

６
・
23 

ヒ
ロ
イ
ド
原
で
、
縁
組
協
定
20

周
年
記
念
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
記
念
植
樹
」
実
施

（
２
０
０
１
本
）
。 

７
・
19 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
全
国
大
会
が
川
場
村
で
開
催
（
～
７
・
20

）
。 

７
・
20 

森
の
学
校
企
画
展
、
飯
田
裕
子
写
真
展
「
い
の
ち
の
水
が
め
ぐ
る
～
ア
ジ
ア
か
ら
太

平
洋
～
」
開
催
（
～
11

・
30

）
。 

７
・
21 

縁
組
協
定
20

周
年
を
記
念
し
、
世
田
谷
フ
ィ
ル
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
川
場
村
文

化
会
館
で
実
施
。 

７
・
22 

縁
組
協
定
20

周
年
を
記
念
し
、
川
場
ま
つ
り
で
世
田
谷
区
の
団
体
が
サ
ン
バ
、
ハ

ワ
イ
ア
ン(

川
場
村
「
パ
ウ
フ
ラ
」
と
競
演)

を
披
露
。 

８
・
15 

世
田
谷
区
民
健
康
村
利
用
者
、
１
０
０
万
人
達
成
。 

８
・
24 

第
二
回
移
動
教
室
関
係
機
関
に
よ
る
打
ち
合
わ
せ
を
開
催
。
勤
労
体
験
学
習
指
導
者

と
の
意
見
交
換
を
実
施
。 

11

・
18 

世
田
谷
区
・
川
場
村
縁
組
協
定
20

周
年
記
念
式
典
を
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
に
て
挙

行
。
記
念
碑
の
除
幕
式
、
記
念
植
樹
を
実
施
。
縁
組
協
定
20

周
年
記
念
誌
を
発

行
。 

  １
・
４ 

川
場
村
新
年
祝
賀
式
に
お
い
て
、
新
世
紀
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
21

夢
プ
ラ
ン
部
会
）

中
間
報
告
発
表
（
川
場
村
と
世
田
谷
区
の
合
併
案
報
告
）
。 

３
・
16 

川
場
村
村
民
教
養
講
座
で
、
縁
組
協
定
20

周
年
を
記
念
し
て
世
田
谷
区
在
住
の
牟

田
悌
三
氏
を
講
師
と
し
て
開
催
。 

４
・
１ 

川
場
村
、
企
画
課
と
商
工
観
光
課
を
統
合
し
、
企
画
観
光
課
を
新
設
。 

４
・
20 

移
動
教
室
関
係
機
関
に
よ
る
打
ち
合
わ
せ
を
「
移
動
教
室
情
報
連
絡
会
議
」
と
位
置

づ
け
開
催
。 

７
・
４ 

㈱
世
田
谷
川
場
ふ
る
さ
と
公
社
代
表
取
締
役
鈴
木
忠
義
氏
、
世
田
谷
区
民
栄
誉
章
授

章
。 

７
・
20 

森
の
学
校
企
画
展
『
川
場
の
養
蚕
』
開
催
（
～
11

・
30

）
。 

９
・
１ 

 

世
田
谷
区
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
世
田
谷
区
と
川
場
村
の
間
で
の
災
害
時
通
信

体
制
を
確
認
。 

９
・
14 

「
森
林
と
市
民
を
結
ぶ
全
国
の
集
い
」
が
群
馬
県
で
開
催
。
第
１
及
び
第
８
分
科
会

を
川
場
村
に
て
開
催
（
～
９
・
16

）
。 

10

・
５ 
世
田
谷
区
制
70

周
年
記
念
式
典
を
開
催
。 

10

・
19 
友
好
の
森
10

周
年
記
念
事
業
“
森
林
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

川
場
・
世
田
谷
”
を
田

園
プ
ラ
ザ
及
び
後
山
で
開
催
。 

10

・
26 

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
講
習
会
を
川
場
村
社
会
体
育
館
で
開
催
（
～
10

・
27

）
。 

12

・
６ 

ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
ボ
イ
ラ
ー
交
換
工
事
完
了
。 

２０００ 

  
平
成
12

年 

２００１ 

  
平
成
13

年 

２００２ 

  
平
成
14

年 



   
１
・
11 

三
軒
茶
屋
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
生
活
工
房
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、
川
場
村
こ

ん
に
ゃ
く
婦
人
部
の
講
師
に
よ
る
区
内
小
学
４
～
６
年
生
の
親
子
を
対
象
に
し
た

“
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
”
講
習
会
を
開
催
。 

２
・
５ 
区
民
健
康
村
用
地
賃
貸
借
契
約
更
新
の
た
め
の
地
権
者
説
明
会
を
、
ふ
じ
や
ま
ビ
レ

ジ
に
お
い
て
開
催
。 

２
・
23 

東
京
農
業
大
学
に
お
い
て
、
や
ま
（
森
林
）
づ
く
り
塾
専
科
教
室
「
身
に
つ
け
て
お

き
た
い
役
立
つ
救
急
法
」
を
開
催
。 

３
・
20 

横
坂
太
一
川
場
村
長
、
川
場
村
内
で
開
か
れ
た
講
演
会
の
総
会
で
、
今
期
限
り
の
引

退
を
表
明
。 

４
・
３ 

「
健
康
村
だ
よ
り
」
エ
フ
エ
ム
世
田
谷
に
て
放
送
開
始
。 

４
・
19 

第
１
回
移
動
教
室
情
報
連
絡
会
議
が
川
場
村
に
て
行
わ
れ
る
。 

４
・
27 

川
場
村
長
選
挙
、
関
清
当
選
。 

４
・
27 

世
田
谷
区
長
選
挙
、
熊
本
哲
之
当
選
。 

５
・
14 

世
田
谷
区
職
員
採
用
２
年
次
研
修
が
川
場
村
で
行
わ
れ
る
。[

第
１
回 

～
５
・

16]

、[

第
２
回 

５
・
21

～
５
・
23]

 

５
・
16 

交
流
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
各
界
の
講
師
を
招
き
川
場
村
に
て
行
わ
れ
る
。
（
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）[

～
５･

18]
 

６
・
10 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
が
行
わ
れ
る
。 

６
・
21 

「
利
根
川
上
下
流
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設
立
。
利
根
沼
田
森
林
組
合
に
事
務
局
が

設
置
さ
れ
る
。 

６
・
27 

区
民
健
康
村
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

７
・
15 

森
の
学
校
企
画
展
「
川
場
村
の
古
道
を
巡
る
」[

～
11

・
30] 

７
・
15 

飯
田
祐
子
写
真
展｢

川
場
村
の
道
祖
神｣

が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
倉
」
に
て
開
催
さ
れ
る
。

[

～
８
・
31] 

７
・
20 

世
田
谷
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
トi

n

か
わ
ば
２
０
０
３
が

川
場
村
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。 

８
・
２ 

せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
お
い
て
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。 

８
・
８ 

や
ま
づ
く
り
く
ら
ぶ
が
富
士
山
地
区
棚
田
の
田
ん
ぼ
の
畦
の
草
刈
を
行
う
。[
～

８
・
10]

 

８
・
20 

第
２
回
移
動
教
室
情
報
連
絡
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

９
・
１ 

世
田
谷
区
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
川
場
村
と
通
信
体
制
の
確
認
。 

９
・
17 

村
主
催
の
「
市
町
村
合
併
説
明
会
」
で
川
場
村
は
自
立
路
線
を
表
明
。 

10

・
２ 

『
東
南
ア
ジ
ア
現
代
演
劇
と
の
新
し
い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ア
メ

リ
カ
、
日
本
）[

～
10

・
13] 

10

・
28 

ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
村
民
開
放
デ
ー
。 

11

・
３ 

川
場
村
文
化
祭
に
て
菊
花
交
流
が
行
わ
れ
る
。 

12

・
７ 

友
好
の
森
事
業
合
同
検
討
委
員
会
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

 
 

 

１
・
４ 

川
場
村
新
年
祝
賀
式
に
て
鈴
木
社
長
が
記
念
講
演
を
行
う
。
テ
ー
マ
は
、
二
十
一
世

紀
の
川
場
村
「
わ
が
村
わ
が
庭
」
が
合
言
葉 

１
・
24 

「
生
産
者
と
消
費
者
の
意
見
交
換
」
の
一
環
と
し
て
、
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
講
習
会

が
船
橋
小
学
校
と
食
事
サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
だ
ん
ら
ん
」
に
て
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
る
。[

～
１
・
25] 

４
・
17 

第
１
回
移
動
教
室
運
営
・
資
料
作
成
委
員
会
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

４
・
26 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

５
・
７ 

区
民
健
康
村
推
進
会
議
が
世
田
谷
区
で
開
催
さ
れ
る
。 

５
・
12 

世
田
谷
区
職
員
採
用
２
年
次
研
修
が
川
場
村
で
行
わ
れ
る
。[

～
５
・
14]

 

５
・
22 

交
流
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
各
界
の
講
師
を
招
き
川
場
村
に
て
行
わ
れ
る
。
（
テ

ィ
ー
ボ
ー
ル
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）[

～
５
・
23]

 

５
・
22 

富
士
山
地
区
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
『
田
植
え
』
実
施
。 

６
・
５ 

第
１
回
世
田
谷
川
場
還
暦
野
球
交
流
が
川
場
村｢

て
ん
ぐ
山
公
園｣

で
行
わ
れ
る
。

（
世
田
谷
シ
ル
バ
ー
ス
ネ
ー
ク
ス 

４ 

Ｖ
Ｓ 

５ 

川
場
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
） 

７
・
17 

富
士
山
地
区
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
『
草
取
り
』
実
施
。 

７
・
20 

自
然
教
室
シ
ニ
ア
の
部
を
「
川
場
ま
る
ご
と
滞
在
記
」
と
し
て
実
施
。
（
７
・
20

～
30

、
８
・
９
～
18

、
８
・
19

～
31

）
延
べ
70

名
が
参
加
。 

７
・
24 

世
田
谷
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
川
場
村
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
る
。 

７
・
31 

せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。 

８
・
19 

第
２
回
移
動
教
室
運
営
・
資
料
作
成
委
員
会
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

９
・
３ 

世
田
谷
区
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
川
場
村
と
通
信
態
勢
の
確
認
。 

９
・
25 

富
士
山
地
区
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
『
稲
刈
り
』
実
施
。 

10

・
28 

ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
村
民
開
放
デ
ー
。 

11

・
23 

世
田
谷
次
大
夫
堀
公
園
手
づ
く
り
市
で
生
品
箒
・
竹
細
工
の
製
作
実
演
。 

12

・
11 

や
ま
づ
く
り
塾
養
成
教
室
に
お
い
て
、
地
元
地
権
者
と
の
合
同
作
業
及
び
懇
親
会
を

実
施
。 

12

・
12 

友
好
の
森
事
業
合
同
検
討
委
員
会
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

   

１
・
22 

「
生
産
者
と
消
費
者
の
意
見
交
換
」
の
一
環
と
し
て
、
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
講
習
会

が
世
田
谷
区
で
開
催
さ
れ
る
。[

２
回
目 

１
・
29]

 

３
・
６ 

世
田
谷
郷
土
芸
能
大
会
に
萩
室
獅
子
舞
が
出
演
。 

４
・
27 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
世
田
谷
区
で
開
催
さ
れ
る
。 

５
・
15 

天
神
地
区
に
お
い
て
、
64

年
ぶ
り
献
穀
祭
「
田
植
え
祭
」
を
実
施
。 

５
・
21 

富
士
山
地
区
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
『
田
植
え
』
実
施
。 

５
・
27 
交
流
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
各
界
の
講
師
を
招
き
川
場
村
に
て
行
わ
れ
る
。
（
テ

ィ
ー
ボ
ー
ル
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）[

～
５
・
28]

 

６
・
24 

区
民
健
康
村
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

７
・
11 

農
産
物
世
田
谷
流
通
初
出
荷
式
が
Ｊ
Ａ
川
場
支
所
予
冷
庫
前
で
行
な
わ
れ
る
。 

７
・
17 

富
士
山
地
区
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
『
草
取
り
』
実
施
。 

２００３ 

  
平
成
15

年 

２００４ 

  
平
成
16

年 

２００５ 

  
平
成
17

年 



７
・
23 

世
田
谷
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
川
場
村
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
る
。 

７
・
24 

川
場
村
役
場
に
お
い
て
「
川
場
世
田
谷
交
流
に
お
け
る
共
同
宣
言
」
が
両
首
長
に
よ

り
「
５
項
目
」
の
推
進
方
法
の
確
認
を
行
う
。 

８
・
６ 

せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。 

８
・
６ 
区
民
ま
つ
り
参
加
に
合
わ
せ
、
両
首
長
に
よ
る
「
５
項
目
」
の
推
進
方
法
の
確
認
を

行
う
。 

８
・
18 

第
２
回
移
動
教
室
運
営
・
資
料
作
成
委
員
会
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

９
・
２ 

世
田
谷
区
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
川
場
村
と
通
信
態
勢
の
確
認
。 

９
・
25 

富
士
山
地
区
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
『
稲
刈
り
』
実
施
。 

９
・
27 

新
た
な
交
流
事
業
の
一
つ
後
山
整
備
計
画
策
定
に
向
け
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
開
催
。 

10

・
５ 

新
た
な
文
化
交
流
の
一
つ
と
し
て
世
田
谷
区
民
絵
画
展
に
川
場
村
か
ら
９
作
品
が
特

別
参
加
。[

～
10

・
９] 

10

・
28 

ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
村
民
開
放
デ
ー
。 

11

・
23 

世
田
谷
次
大
夫
堀
公
園
手
づ
く
り
市
で
生
品
箒
・
竹
細
工
の
製
作
実
演
。 

11

・
26 

第
１
回
後
山
整
備
計
画
検
討
委
員
会
を
開
催
。 

12

・
10 

や
ま
づ
く
り
塾
養
成
教
室
に
お
い
て
、
地
元
地
権
者
と
の
合
同
作
業
及
び
懇
親
会
を

実
施
。 

  

１
・
16 

後
山
整
備
計
画
地
権
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
。[

～
１
・
31] 

２
・
16 

農
産
物
世
田
谷
出
荷
事
業
生
産
者
・
小
売
店
等
調
整
会
議
を
世
田
谷
区
役
所
に
お
い

て
平
成
18

年
度
に
向
け
た
意
見
交
換
を
実
施
。 

２
・
26 

「
生
産
者
と
消
費
者
の
意
見
交
換
」
の
一
環
と
し
て
、
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
講
習
会

が
世
田
谷
区
で
開
催
さ
れ
る
。[

２
回
目 

３
・
５]

 

３
・
６ 

世
田
谷
郷
土
芸
能
大
会
に
萩
室
獅
子
舞
が
出
演
。 

３
・
８ 

新
た
な
文
化
交
流
の
一
つ
と
し
て
世
田
谷
区
民
写
真
展
に
川
場
村
か
ら
10

作
品
が

特
別
参
加
。[

～
３
・
12] 

４
・
24 

後
山
整
備
計
画
検
討
委
員
会
実
施
。 

４
・
27 

 
 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

５
・
13 

レ
ン
タ
ル
農
園
開
園
。
木
ご
こ
ろ
塾
開
塾
。 

５
・
20 

交
流
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
川
場
村
に
て
行
わ
れ
る
。 

５
・
30 

健
康
村
里
山
自
然
学
校
開
校
に
伴
う
共
同
記
者
会
見
が
世
田
谷
区
役
所
で
行
わ
れ

る
。 

６
・
11 

健
康
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
資
格
「
手
道
具
に
よ
る
伐
木
安
全
作
業
資
格
」
の
第
１
回
認
定

試
験
を
や
ま
（
森
林
）
づ
く
り
塾
で
実
施
。 

６
・
30 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
世
田
谷
区
で
開
催
さ
れ
る
。 

７
・
８ 

健
康
村
里
山
自
然
学
校
開
校
。 

 

世
田
谷
川
場
ふ
る
さ
と
公
社
創
立
20

周
年
式
典
実
施
。 

７
・
29 

世
田
谷
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
川
場
村
文
化
会
館
で 

開
催
さ
れ
る
。 

８
・
５ 

せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。 

９
・
１ 

世
田
谷
区
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
川
場
村
と
通
信
態
勢
の
確
認
。 

10

・
４ 

世
田
谷
区
民
絵
画
展
に
川
場
村
初
参
加
。 

10

・
23 

第
１
回
鑑
賞
教
室
事
前
授
業
を
川
場
小
学
校
で
４
年
生
対
象
に
実
施
。 

10

・
25 

第
１
回
鑑
賞
教
室
を
世
田
谷
美
術
館
で
実
施
。 

10

・
28 

ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
村
民
開
放
デ
ー
。 

11

・
２ 

縁
組
協
定
25

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
中
野
地
区
ギ
ャ
ラ
リ
ー
蔵
で
向
井
潤
吉
ふ

る
さ
と
美
術
展
開
催[

～
11

・
12] 

11

・
16 

縁
組
協
定
25

周
年
記
念
日 

11

・
18 

茅
葺
塾
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
実
施 

12

・
９ 

や
ま
（
森
林
）
づ
く
り
塾
養
成
教
室
に
お
い
て
、
地
元
地
権
者
と
の
合
同
作
業
及
び

懇
親
会
を
実
施
。 

  

１
・
４ 

世
田
谷
区
民
写
真
展
川
場
村
初
参
加
。
同
展
覧
会
に
て
銅
賞
受
賞
。 

１
・
14 

後
山
整
備
計
画
地
権
者
説
明
会
を
地
区
集
会
場
で
開
催
（
立
岩
・
生
品
地
区
） 

３
・
17 

茅
葺
塾
開
塾
。 

４
・
21 

初
級
編
農
業
技
術
教
室 

開
講 

４
・
25 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

５
・
12 

や
ま(

森
林)

づ
く
り
塾 

専
科
教
室
に
て
第
１
回
「
友
好
の
森
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
認

定 

講
座
実
施
。 

５
・
19 

交
流
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
川
場
村
に
て
行
わ
れ
る
。 

６
・
25 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

７
・
４ 

後
山
整
備
計
画
が
内
閣
府
の
地
域
再
生
計
画
に
認
定
。 

７
・
28 

世
田
谷
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
川
場
村
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
る
。 

８
・
１ 

世
田
谷
文
学
賞
に
川
場
村
初
参
加
。
短
歌
４
点
、
俳
句
１
点
応
募
。 

８
・
４ 

せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。 

９
・
１ 

世
田
谷
区
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
川
場
村
と
通
信
態
勢
の
確
認
。 

10

・
３ 

世
田
谷
区
民
絵
画
展
に
川
場
村
か
ら
７
点
応
募
し
６
点
入
選
。 

10

・
５ 

移
動
教
室
３
泊
４
日
型
の
候
補
地
と
し
て
、
移
動
教
室
運
営
委
員
・
区
教
委
が
川
場

村
を
実
踏
。
川
場
キ
ャ
ン
プ
場
で
宿
泊
体
験
し
た
。[

１
回
目 

～
10

・
６]

、[

２

回
目 

10

・
28

～
29]

 

10

・
12 

鑑
賞
教
室
事
前
授
業
を
川
場
小
学
校
で
４
年
生
対
象
に
実
施
。 

10

・
25 

鑑
賞
教
室
を
世
田
谷
美
術
館
で
実
施
。 

11

・
20 

地
方
自
治
法
施
行
60

周
年
記
念
式
典
で
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
。 

12

・
１ 

村
民
開
放
デ
ー
に
替
わ
り
温
泉
入
浴
券
を
全
戸
配
布
。 

12

・
８ 

や
ま
（
森
林
）
づ
く
り
塾
養
成
教
室
に
お
い
て
、
地
元
地
権
者
と
の
合
同
作
業
及
び

懇
親
会
を
実
施
。 

    

２００６ 

  
平
成
18

年 

平
成
19

年 

２００７ 

  



１
・
４ 

世
田
谷
区
民
写
真
展
川
場
村
か
ら
22

点
応
募
し
２
点
優
秀
賞
、
６
点
入
選
。 

３
・
６ 

後
山
の
森
林
整
備
始
ま
る
。
２
．
４
３
ｈ
ａ
。 

３
・
20 

後
山
林
業
作
業
道
整
備 

Ｌ
＝
７
５
２
ｍ 

 

Ｗ
＝
３
ｍ 

３
・
26 

地
権
者
と
川
場
村
間
で
「
後
山
の
森
林
づ
く
り
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
使
用

協
定
を
締
結
。
地
権
者
１
０
８
名
、
森
林
面
積
１
０
１
ｈ
ａ
。 

４
・
１ 
中
野
ヒ
ロ
イ
ト
の
土
地
賃
貸
契
約
締
結
。
（
面
積
８
８
，
２
０
９
㎡→

４
６
，
４
７

５
㎡
）
（
期
間
：
平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
35

年
３
月
31

日
） 

４
・
14 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

５
・
17 

交
流
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
川
場
村
に
て
行
わ
れ
る
。 

６
・
18 

川
場
村
ほ
た
か
の
里
基
金
条
例
制
定
。
（
ふ
る
さ
と
納
税
） 

６
・
30 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

７
・
１ 

区
民
健
康
村
施
設
使
用
料
改
定
。 

７
・
13 

東
京
お
手
玉
の
会
と
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
が
川
場
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
通
所
者
と

お
手
玉
で
交
流
。[

～
７
・
14] 

７
・
26 

世
田
谷
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
川
場
小
学
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
る
。 

８
・
１ 

後
山
整
備
計
画
が
林
野
庁
補
助
事
業
の
山
村
再
生
プ
ラ
ン
に
応
募
し
、
優
良
プ
ラ

ン
」
に
選
定
さ
れ
る
。
（
①
動
物
の
生
態
調
査
、
②
植
物
調
査
、
③
古
道
調
査
、
④

新
た
な
交
流
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
、
⑤
森
林
施
業
計
画
の
策
定
、
⑥
空
き
家
実

態
調
査
と
情
報
公
開
、
⑦
森
林
整
備
活
動
等
の
各
種
の
事
業
を
実
施
。
） 

８
・
４ 

せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。 

８
・
23 

東
海
大
菅
生
高
校
が
後
山
で
森
林
整
備
活
動
を
実
施
。[

～
８
・
24] 

９
・
１ 

世
田
谷
区
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
川
場
村
と
通
信
態
勢
の
確
認
。 

９
・
23 

群
馬
県
弁
護
士
会
が
後
山
で
森
林
整
備
活
動
を
実
施
。[
～
９
・
24] 

10

・
７ 

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
が
後
山
で
森
林
整
備
活
動
を
実
施
。 

10

・
８ 

世
田
谷
区
民
絵
画
展
に
川
場
村
か
ら
８
点
応
募
し
６
点
入
選
。 

11

・
４ 

区
民
健
康
村
事
業
用
地
取
得
。
（
面
積
５
，
７
５
５
㎡
） 

11

・
７ 

鑑
賞
教
室
を
世
田
谷
美
術
館
で
実
施
。 

11

・
23 

出
張
絵
画
教
室
（
群
馬
直
美
さ
ん 

葉
っ
ぱ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
が
田
園
プ
ラ
ザ
川

場
で
開
催
さ
れ
る
。[

～
11

・
24] 

11

・
25 

川
場
産
米
「
雪
ほ
た
か
」
が
全
国
米
食
味
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
２
年
連
続
金

賞
を
受
賞
。 

12

・
13 

や
ま
（
森
林
）
づ
く
り
塾
「
養
成
・
専
科
教
室
」
に
お
い
て
、
地
元
地
権
者
と
の
合

同
作
業
及
び
懇
親
会
を
実
施
。
第
２
期
「
友
好
の
森
事
業
計
画
」
の
た
め
の
森
林
所

有
者
説
明
会
及
び
森
林
所
有
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。 

 
 

 

１
・
４ 

世
田
谷
区
民
写
真
展
に
川
場
村
か
ら
22

点
応
募
し
、
銀
賞
１
点
、
優
秀
賞
１
点
、

奨
励
賞
１
点
、
入
選
６
点
。 

２
・
14 

区
民
健
康
村
利
用
者
１
５
０
万
人
達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
で
行

わ
れ
る
。 

２
・
20 

川
場
小
学
校
と
千
歳
台
小
学
校
姉
妹
校
25

周
年
記
念
事
業
を
開
催
。 

３
・
20 

後
山
の
森
林
整
備8

.1
9h

a

延
べ10

.
64

ｈ
ａ
を
整
備
。 

３
・
20 

後
山
林
業
作
業
道
【
生
品
２
号
線
】
を
整
備
（
Ｌ
＝
１
，
０
５
０
ｍ 

Ｗ
＝
３
ｍ
） 

３
・
31 

財
団
法
人
川
場
村
観
光
開
発
公
社
が
解
散
。 

４
・
15 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
世
田
谷
区
で
開
催
さ
れ
る
。 

５
・
１ 

半
藤
家
に
伝
わ
る
故
夏
目
漱
石
が
食
し
た
糠
み
そ
に
関
す
る
研
究
を
東
京
農
業
大

学
、
世
田
谷
区
、
川
場
村
間
で
共
同
研
究
契
約
を
締
結
。 

５
・
16 

交
流
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
川
場
村
に
て
行
わ
れ
る
。 

６
・
16 

守
山
小
試
行
型
移
動
教
室
実
施
。
（
９
・
７
～
８
深
沢
小
、
９
・
15

～
16

東
大
原

小
）[

～
６
・
17] 

６
・
26 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

 

第
２
期
友
好
の
森
事
業
計
画
策
定
。 

８
・
１ 

せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。 

８
・
22 

東
海
大
菅
生
高
校
が
後
山
で
森
林
整
備
活
動
を
実
施
。 

８
・
24 

世
田
谷
区
民
健
康
村
第
４
期
事
業
検
討
委
員
会
設
置
。 

９
・
６ 

川
場
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
が
後
山
古
道
を
整
備
。 

９
・
26 

群
馬
県
地
域
協
議
会
後
山
で
間
伐
実
施
（
12

・
19

～
20

、
１
・
23

～
24

）[

～

９
・
27]

 
 

10

・
３ 

出
張
絵
画
教
室
「
り
ん
ご
の
こ
こ
ろ
」
を
開
催
。[

～
10

・
４] 

10

・
６ 

鑑
賞
教
室
を
世
田
谷
美
術
館
で
実
施
。 

10

・
９ 

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
が
後
山
で
森
林
整
備
活
動
を
実
施
。 

10

・
20 

区
民
健
康
村
ふ
る
さ
と
川
場
写
真
展
を
世
田
谷
美
術
館
で
実
施
。
（
10

・
25

） 

10

・
11 

世
田
谷
区
民
絵
画
展
に
川
場
村
か
ら
８
点
応
募
し
銅
賞
１
点
入
選
。 

11

・
８ 

世
田
谷
２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
交
流
自
治
体
招
待
で
川
場
村
民
２
名
が
参
加
。 

11

・
28 

川
場
産
米
「
雪
ほ
た
か
」
が
全
国
米
食
味
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
３
年
連
続
金

賞
を
受
賞
。 

12

・
１ 

村
制
１
２
０
周
年
記
念
式
典
を
田
園
プ
ラ
ザ
川
場
で
開
催
。 

   

１
・
10 

世
田
谷
区
民
写
真
展
に
川
場
村
か
ら
27

点
応
募
し
、
金
賞
１
点
、
優
秀
賞
１
点
、

入
選
７
点
。 

１
・
５ 

な
か
の
ビ
レ
ジ
配
管
工
事
に
よ
り
休
館
。[

～
３
・
19] 

３
・
15 

後
山
林
業
作
業
道
【
生
品
３
号
線
】
を
整
備
（
Ｌ
＝
１
，
１
２
２
ｍ 

Ｗ
＝
３
ｍ
） 

３
・
31 

後
山
の
森
林
整
備6

.1
29

ｈ
ａ
延
べ1

4.
81

ｈ
ａ
を
整
備
。 

４
・
28 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
川
場
村
で
開
催
。 

５
・
15 

交
流
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
川
場
村
で
開
催
。 

６
・
６ 

東
大
原
小
試
行
型
移
動
教
室
実
施
。
（
６
・
16

～
18

深
沢
小
、
10

・
４
～
７
守
山

小
）[

～
６
・
10] 

６
・
25 
世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
。 

 
世
田
谷
区
民
健
康
村
第
４
期
事
業
計
画
を
承
認
。 

６
・
26 

夏
目
家
の
糠
床
分
与
式
が
川
場
村
で
開
催
。 

７
・
17 

名
主
の
館
オ
ー
プ
ン
。 

７
・
31 

せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。 

２００８ 

  
平
成
20

年 

２００９ 

  
平
成
21

年 

2010 

  
平
成
22

年 



９
・
21 

縁
組
協
定30

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
設
立
。 

９
・
29 

世
田
谷
区
民
絵
画
展
に
川
場
村
か
ら
５
点
応
募
。
銅
賞
１
点
、
佳
作
１
点
。[

～

10

・
３]

 
10

・
２ 

皇
太
子
殿
下
、
川
場
村
を
行
啓
「
田
園
プ
ラ
ザ
川
場
」
を
ご
視
察
。 

10

・
３ 

第
34

回
全
国
育
樹
祭
が
県
立
森
林
公
園
21

世
紀
の
森
で
開
催
。 

 
皇
太
子
殿
下
、
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
行
啓
。
「
殿
下
主
催
昼
食
会
」
を
開
催
。 

10

・
18 
鑑
賞
教
室
を
川
場
小
学
校
で
実
施
。 

10

・
29 

出
張
絵
画
教
室
「
芸
術
収
穫
祭
」
を
開
催
。[

～
10

・
30] 

11

・
１ 

世
田
谷
区
役
所
職
員
食
堂
で
の
食
文
化
交
流
事
業
に｢

ギ
ン
ヒ
カ
リ
」 

を
提
供
。[
～
11

・
５] 

11

・
９ 

な
か
の
ビ
レ
ジ
で
世
田
谷
区
新
規
採
用
職
員
宿
泊
研
修
を
実
施
。[

～
11

・
12]

 

11

・
20 

世
田
谷
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
村
内
清
掃
を
実
施
。 

11

・
21 

世
田
谷
２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
交
流
自
治
体
招
待
で
川
場
村
民
３
名
が
参
加
。 

11

・
21 

第
12

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
に
お
い
て
川
場
村
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
「
雪
ほ
た
か
」
が
４
年
連
続
金
賞
を
受
賞
。 

11

・
27 

世
田
谷
区
用
賀
に
て
川
場
村
産
手
打
ち
蕎
麦
を
販
売
。[

～
11

・
28] 

12

・
４ 

美
味
し
い
お
米
コ
ン
ク
ー
ル
関
東
甲
信
越
静
大
会
が
川
場
村
で
開
催
。
川
場
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
「
雪
ほ
た
か
」
が
団
体
部
門
で
金
賞
を
受
賞
。 

 
 １

・
４ 

世
田
谷
区
民
写
真
展
に
川
場
村
か
ら
36

点
応
募
。
入
選1
1

点
、
銅
賞
１
点
、
励
賞

４
点
、
優
秀
賞
１
点
。 

２
・
23 

全
国
小
さ
く
て
も
輝
く
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
「
農
村
と
都
市
と
の
交
流
研
究

会
」
を
川
場
村
で
開
催
。[

～
２
・
24]

 

３
・
５ 

川
場
村
に
お
い
て
「
川
場
の
未
来
を
考
え
る
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。 

３
・
17 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
の
受
け
入
れ
を
開
始
。 

 

健
康
村
施
設
の
一
部
に
お
い
て
も
受
け
入
れ
態
勢
を
取
る
。 

３
・
18 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
に
基
づ
き
世
田
谷
区
へ
飲
料
水
２
．
６
ｔ
を
搬
送
。 

３
・
30 

後
山
林
業
作
業
道
【
生
品
４
号
線
】
を
整
備
（
Ｌ
＝
８
０
０
ｍ 

Ｗ
＝
３
．
０
ｍ
） 

５
・
17 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
世
田
谷
区
で
開
催
さ
れ
る
。 

６
・
４ 

縁
組
協
定
30

周
年
記
念
事
業
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
田
植
え
の
部
」
が
川
場
村
で
開

催
さ
れ
る
。 

６
・
23 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

８
・
６ 

せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。 

10

・
１ 

出
張
絵
画
教
室
「
樹
を
描
く
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。[

～
10

・
２]

 

10

・
２ 

第
１
回
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
ト
レ
イ
ル
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

10

・
10 

野
田
総
理
大
臣
が
川
場
村
を
視
察
。 

10

・
12 

鑑
賞
教
室
を
川
場
小
学
校
で
実
施
。 

10

・
15 

縁
組
協
定
30

周
年
記
念
事
業
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
稲
刈
り
の
部
」
が
川
場
村
で
開

催
さ
れ
る
。 

10

・
16 

縁
組
協
定
30

周
年
記
念
式
典
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

11

・
13 

世
田
谷
２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
交
流
自
治
体
招
待
で
川
場
村
民
１
名
が
参
加
。 

11

・
22 

第
13

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
が
川
場
村
に
お
い
て
開
催
さ

れ
川
場
村
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
「
雪
ほ
た
か
」
が
５
年
連
続
金
賞
を
受
賞
。 

  １
・
20 

川
場
村
と
学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
に
お
い
て
連
携
に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ

た
。 

２
・
24 

川
場
村
・
学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
・
清
水
建
設
株
式
会
社
に
よ
る
“
元
気
な
ふ
る

さ
と
”
づ
く
り
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。 

３
・
31 

世
田
谷
区
民
写
真
展
に
川
場
村
か
ら
26

点
応
募
。
グ
ラ
ン
プ
リ
１
点
、
優
秀
賞
１

点
、
入
選
11

点
。[

～
４
・
８] 

３
・
31 

後
山
の
森
林
整
備
６h

a

を
整
備
。 

４
・
18 

災
害
時
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

５
・
22 

世
田
谷
区
新
規
採
用
職
員
宿
泊
研
修
が
区
民
健
康
村
で
開
催
さ
れ
る
。[

～
５
・

25]
 

６
・
２ 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
田
植
え
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

６
・
25 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

７
・
31 

田
園
プ
ラ
ザ
敷
地
内
に
お
い
て
加
工
直
販
施
設
（
ピ
ザ
工
房
）
竣
工
。 

８
・
４ 

せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。 

９
・
29 

出
張
絵
画
教
室
「
水
の
み
な
も
と
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。[

～
９
・
30]

 

９
・
30 

第
２
回
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
ト
レ
イ
ル
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

10

・
３ 

世
田
谷
区
民
絵
画
展
に
川
場
村
か
ら
11

点
応
募
し
、
銀
賞
１
点
。[

～
10

・
27]

 

10

・
７ 

世
田
谷
区
制
80

周
年
式
典
に
て
川
場
村
物
産
展
を
開
催
。 

10

・1
3 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
稲
刈
り
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

10

・2
8 

ス
ポ
ー
ツ
広
場
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
ス
フ
ィ
ー
ダ
世
田
谷
対
ベ
ガ
ル

タ
仙
台
」
の
公
式
戦
が
開
催
さ
れ
る
。 

11

・
３ 

川
場
村
名
誉
村
民
顕
彰
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
故
永
井
鶴
二
氏
と
故
大
場
啓
二
氏
が
顕

彰
さ
れ
る
。 

11

・
11 

世
田
谷
２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
交
流
自
治
体
招
待
で
川
場
村
民
２
名
が
参
加
。 

11

・
12 

鑑
賞
教
室
を
川
場
小
学
校
で
実
施
。 

11

・
22 

第
14

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
が
長
野
県
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
川
場
村
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
「
雪
ほ
た
か
」
が
６
年
連
続
で
金
賞
を
受
賞
。[

～

11

・
23]

 

12

・
３ 

世
田
谷
区
制
80

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
て
、
川
場
村
物
産
展
を
開
催
。
ま
た
、
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
「
縁
人
」
に
よ
る
区
民
へ
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
米
の
無
料
配

布
を
実
施
。 

  ２
・
14 

千
歳
台
小
学
校
と
川
場
小
学
校
に
よ
る
ス
キ
ー
交
流
（
川
場
ス
キ
ー
場
）
と
稚
魚
放

流
が
実
施
さ
れ
る
。 

３
・
25 
川
場
村
観
光
協
会
が
旧
物
産
館
に
改
装
移
転
さ
れ
る
。 

３
・
31 

後
山
の
森
林1

1.
8h
a

を
整
備
。 

４
・
11 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

５
・
21 

世
田
谷
区
新
規
採
用
職
員
研
修
が
区
民
健
康
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
５
・
24

］ 

201１ 

  
平
成
23

年 

201２ 

  
平
成
24

年 

201３ 

  
平
成
25

年 



６
・
１ 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
田
植
え
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

６
・
２ 

川
場
村
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
お
い
て
「
ス
フ
ィ
ー
ダ
世
田
谷
と
Ａ
Ｃ
長
野
」
の
公
式
戦

が
開
催
さ
れ
る
。 

６
・
19 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

６
・
19 

㈱
世
田
谷
川
場
ふ
る
さ
と
公
社
株
主
総
会
に
て
、
鈴
木
忠
義
氏
が
代
表
取
締
役
を
退

任
、
後
任
と
し
て
宮
林
茂
幸
氏
が
就
任
。 

８
・
３ 
世
田
谷
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。 

８
・
18 

せ
た
が
や
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
夏
の
合
宿
が
区
民
健
康
村
に
お
い
て
実
施
さ
れ

る
。
［
～
８
・
20

］ 
 
 

８
・
28 

ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
に
て
改
修
工
事
（
建
築
、
機
械
設
備
、
電
気
設
備
）
を
実
施
。
そ

れ
に
伴
い
、
施
設
を
休
館
す
る
（
休
館
時
期
：
10

・
27

～
２
・
６
）
。
［
～

‘
14

・
１
・
31

］ 

９
・
28 

出
張
絵
画
教
室
「
木
の
一
生
を
描
く
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
９
・

29

］ 
 
 
 
 
 

９
・
29 

第
３
回
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
ト
レ
イ
ル
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

９
・
30 

鑑
賞
教
室
を
川
場
小
学
校
で
実
施
。 

10

・
２ 

世
田
谷
区
絵
画
展
に
川
場
村
か
ら
８
点
応
募
し
、
全
て
入
選
。
［
～
10

・
６
］ 

10

・
５ 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
稲
刈
り
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

11

・
10 

２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
交
流
自
治
体
招
待
で
村
民
２
名
が
参
加
。 

11

・
23 

第
15

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
が
宮
城
県
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
川
場
村
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
「
雪
ほ
た
か
」
が
７
年
連
続
金
賞
を
受
賞
。
［
～

11

・
24

］ 

 
 １

・
４ 

世
田
谷
区
写
真
展
に
川
場
村
か
ら
14

点
応
募
し
、
１
点
銅
賞
、
１
点
奨
励
賞
、
12

点
入
選
。
［
～
１
・
12

］ 
 

２
・
８ 

梅
ま
つ
り
に
お
い
て
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
「
縁
人
」
に
よ
る
区
民
へ
の
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
米
の
無
料
配
布
を
実
施
。 

２
・
13 

千
歳
台
小
学
校
と
川
場
小
学
校
に
よ
る
ス
キ
ー
交
流
と
30

周
年
記
念
式
典
が
実
施

さ
れ
る
。
［
～
２
・
14

］ 

２
・
28 

区
民
健
康
村
の
あ
ゆ
み
（
改
訂
版
）
を
発
行
。 

３
・
31 

後
山
の
森
林
整
備4
.3

ha

を
整
備
。 

５
・
２ 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

５
・
20 

世
田
谷
区
新
規
採
用
職
員
研
修
が
区
民
健
康
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
５
・
23

］ 

５
・
18 

川
場
村
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
お
い
て
「
ス
フ
ィ
ー
ダ
世
田
谷
と
常
磐
木
学
園
」
の
公
式

戦
が
開
催
さ
れ
る
。 

６
・
７ 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
田
植
え
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

６
・
23 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

８
・
２ 

世
田
谷
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。 

９
・
11 

関
東
道
の
駅
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４
に
て
、
田
園
プ
ラ
ザ
が
「
プ
レ
ミ
ア
ム
30

」
、

「
ユ
ー
ザ
ー
賞
（
み
ん
な
の
№
１
）
」
を
受
賞
。 

９
・
21 

第
１
回
上
州
武
尊
山
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
・
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ

る
。
［
～
９
・
22

］ 

９
・
27 

出
張
絵
画
教
室
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
歩
く
川
場
村
～
美
術
館
か
ら
出
か
け
る
ス
ケ
ッ

チ
の
旅
～
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
９
・
28

］ 
 
 
 
 
 

10

・
４ 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
稲
刈
り
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

11

・
４ 

 

鑑
賞
教
室
を
川
場
小
学
校
で
実
施
。 

11

・
９ 

 

２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
交
流
自
治
体
招
待
で
川
場
村
か
ら
３
名
が
参
加
。 

11

・
23 

第
16

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
が
青
森
県
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
川
場
村
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
「
雪
ほ
た
か
」
が
８
年
連
続
金
賞
を
受
賞
。
［
～

11

・
24

］ 

12

・
22 

「
川
場
村
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
」
完
成
。 

  １
・
４ 

世
田
谷
区
民
絵
画
展
に
川
場
村
か
ら
６
点
応
募
し
、
５
点
入
選
。
［
～
１
・
11

］ 

１
・
30 

田
園
プ
ラ
ザ
が
国
土
交
通
省
に
よ
り
全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」
に
選
定
さ
れ
る
。 

 
 
 
 

２
・
13 

千
歳
台
小
学
校
と
川
場
小
学
校
に
よ
る
ス
キ
ー
交
流
が
実
施
さ
れ
る
。
［
～
２
・

14

］ 
 

 
 
 
  

３
・
31 

後
山
の
森
林
整
備10ha

を
整
備
。 

４
・
１ 

区
民
健
康
村
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
廃
止
。 

４
月 

区
民
健
康
村
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
・
な
か
の
ビ
レ
ジ
に
お
い
て
、
世
田
谷
文
学
館
「
ど

こ
で
も
文
学
館
出
張
展
示 

i
n 

川
場
」
を
開
催
。
［
～
10

月
］ 

４
・
26 

川
場
村
長
選
挙 

外
山
京
太
郎 

氏 

無
投
票
当
選
。
世
田
谷
区
長
選
挙 

保
坂
展
人 

氏 

当
選
（
再
選
） 

４
・
27 

川
場
村
が
「
平
成
27

年
度 

緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」
を
受

賞
。 

５
・
14 

災
害
時
相
互
援
助
協 

定
連
絡
会
議
が
世
田
谷
区
で
開
催
さ
れ
る
。 

５
・
19 

世
田
谷
区
新
規
採
用
職
員
研
修
が
区
民
健
康
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
５
・
22

］ 

６
・
６ 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
田
植
え
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

６
・
23 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

７
・
11 

ミ
ラ
ノ
万
博
に
て
川
場
村
の
雪
ほ
た
か
を
使
用
し
た
「
お
米
の
ス
ー
プ
」
を
提
供
。 

７
・
19 

第
２
回
上
州
武
尊
山
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
・
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ

る
。
［
～
７
・
20

］ 

７
・
26 

川
場
ま
つ
り
に
世
田
谷
区
長
が
参
加
。 

７
・
29 

世
田
谷
区
教
員
初
任
者
研
修
が
区
民
健
康
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
７
・
31

］ 

８
・
１ 

世
田
谷
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。
ふ
る
さ
と
交
流
会
に

川
場
村
長
が
参
加
。 

９
・
26 

出
張
絵
画
教
室
「
ス
ケ
ッ
チ
探
訪
！
～
川
場
ア
ー
ト
漫
遊
記
～
」
が
川
場
村
で
開
催

さ
れ
る
。
［
～
９
・
27

］ 
９
・
28 

鑑
賞
教
室
を
川
場
小
学
校
で
実
施
。 

10

・
１ 

道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
が
「
第
７
回
観
光
庁
長
官
表
彰
」
を
受
賞
。 

10

・
３ 
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
稲
刈
り
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

10

・
21 
川
場
村
・
烏
山
東
地
区
・
烏
山
西
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
「
交
流
・
意

見
交
換
会
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

11

・
６ 

「
エ
ネ
フ
ェ
ス
せ
た
が
や
２
０
１
５
」
に
お
い
て
首
長
会
談
が
開
催
。
川
場
村
長
を

含
め
12

自
治
体
が
参
加
。
併
せ
て
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
自
治
体
間
ネ

201４ 

  
平
成
26

年 

201５ 

  
平
成
27

年 



ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
も
開
催
さ
れ
る
。
［
～
11

・
７
］ 

11

・
８ 

２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
交
流
自
治
体
招
待
で
川
場
村
か
ら
３
名
が
参
加
。 

12

・
３ 

友
好
の
森
の
材
が
第
46

回
群
馬
県
優
良
素
材
展
示
会
に
て
優
良
賞
受
賞
。 

 
 １

・
４ 
世
田
谷
区
民
写
真
展
に
川
場
村
か
ら
14

点
応
募
し
、
銅
賞
１
点
、
奨
励
賞
１
点
、

入
選
12

点
。
［
～
１
・
11

］ 

１
・
９ 

川
場
村
新
年
祝
賀
式
に
世
田
谷
区
副
区
長
が
参
加
。 

１
・
10 

世
田
谷
区
新
年
の
つ
ど
い
に
川
場
村
長
が
参
加
。 

２
・
８ 

千
歳
台
小
学
校
と
川
場
小
学
校
に
よ
る
ス
キ
ー
交
流
が
実
施
さ
れ
る
。
［
～
２
・

９
］ 

２
・
11 

世
田
谷
区
羽
根
木
公
園
に
て
開
催
さ
れ
た
梅
ま
つ
り
に
群
馬
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
」
と
川
場
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
か
わ
た

ん
」
が
参
加
。 

２
・
14 

梅
ま
つ
り
に
お
い
て
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
「
縁
人
」
に
よ
る
区
民
へ
の
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
米
の
無
料
配
布
を
実
施
。 

２
・
15 

川
場
村
と
世
田
谷
区
の
間
で
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
発
電
事
業
に
関
す
る

連
携
・
協
力
協
定
」
を
締
結
。 

３
・
31 

後
山
の
森
林
整
備3

ha
 

を
整
備
。 

３
月 

移
動
教
室
30

周
年
記
念
誌
が
発
行
さ
れ
る
。 

５
・
９ 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

５
・
24 

世
田
谷
区
新
規
採
用
職
員
研
修
が
区
民
健
康
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
５
・
27

］ 

５
・
28 

第
70

回
群
馬
県
植
樹
祭
が
区
民
健
康
村
「
友
好
の
森
」
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ

る
。 

６
・
４ 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
田
植
え
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

６
・
11 

出
張
絵
画
教
室
「
美
術
館
か
ら
出
か
け
る
ス
ケ
ッ
チ
旅
2

～
川
場
村
り
ん
ご
花
便

り
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
６
・
12

］ 
 

６
・
29 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７
・
24 

第
35

回
川
場
ま
つ
り
に
世
田
谷
区
長
が
参
加
。 

７
・
27 

世
田
谷
区
教
員
初
任
者
研
修
が
区
民
健
康
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
７
・
29

］ 
 
 

８
・
６ 

第
39

回
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。
ふ
る
さ

と
交
流
会
に
川
場
村
長
が
参
加
。 

９
・
10 

第
３
回
上
州
武
尊
山
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
・
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ

る
。
［
～
９
・
12

］ 

９
月 

区
民
健
康
村
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
・
な
か
の
ビ
レ
ジ
に
お
い
て
、
世
田
谷
文
学
館
「
ど

こ
で
も
文
学
出
張
展
示i

n

川
場
」
を
開
催
。
［
～
‘
17

・
２
月
］ 

 
 

10

・
１ 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
稲
刈
り
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

10

・
23 
 

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｂ
Ａ
国
際
自
然
文
化
サ
ミ
ッ
ト
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

10

・
29 

「
エ
ネ
フ
ェ
ス
せ
た
が
や
２
０
１
６
」
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
物
産
展
に
参
加
。

［
～
10

・
30

］ 

11

・
２ 

世
田
谷
区
、
世
田
谷
美
術
館
共
催
に
よ
る
美
術
鑑
賞
教
室
を
川
場
小
学
校
で
実
施
。 

11

・
13 

２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
交
流
自
治
体
招
待
で
川
場
村
か
ら
４
名
が
参
加
。 

11

・
19 

第
２
回
自
治
体
間
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
世
田
谷
区
と
川
場
村
の
共
催
で
、
川
場
村
に

て
開
催
さ
れ
る
。(

参
加
自
治
体
数
：
10

自
治
体)

［
～
11

・
20

］ 

   

１
・
４ 

世
田
谷
区
民
絵
画
展
に
川
場
村
か
ら
７
点
応
募
し
、
銀
賞
１
点
、
佳
作
２
点
。
［
～

１
・
８
］ 

１
・
７ 

川
場
村
新
年
祝
賀
式
に
世
田
谷
区
副
区
長
が
参
加
。 

１
・
８ 

世
田
谷
区
新
年
の
つ
ど
い
に
川
場
村
長
が
参
加
。 

２
・
２ 

千
歳
台
小
学
校
と
川
場
小
学
校
に
よ
る
ス
キ
ー
交
流
が
実
施
さ
れ
る
。 

２
・
11 

世
田
谷
区
羽
根
木
公
園
に
て
開
催
さ
れ
た
梅
ま
つ
り
「
40

周
年
記
念
式
典
」
に
川

場
村
長
が
参
加
。 

３
・
31 

後
山
の
森
林
整
備2

ha

を
整
備
。 

４
・
１ 

川
場
村
に
お
け
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
、
川
場
産
電
力
の
世
田
谷
区
民
へ

の
供
給
が
開
始
さ
れ
る
。 

５
・
９ 

川
場
村
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
完
成
式
に
世
田
谷
区
長
が
参
加
。 

５
・
10 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
世
田
谷
区
で
開
催
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

５
・
23 

世
田
谷
区
新
規
採
用
職
員
研
修
が
区
民
健
康
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
５
・
26

］ 

６
・
３ 

 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
田
植
え
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

６
・
23 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７
・
23 

第
36

回
川
場
ま
つ
り
に
世
田
谷
区
長
が
参
加
。 

７
・
26 

世
田
谷
区
教
員
初
任
者
研
修
が
区
民
健
康
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
７
・
28

］ 
 

８
・
５ 

第
40

回
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。
ふ
る
さ

と
交
流
会
に
川
場
村
長
が
参
加
。 

９
・
22 

第
４
回
上
州
武
尊
山
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
ト
レ
イ
ル
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

９
・
30 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
稲
刈
り
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

10

・
８ 

区
政
85

周
年
記
念
式
典
に
川
場
村
長
が
参
加
。 

10

・
８ 

㈱
世
田
谷
川
場
ふ
る
さ
と
公
社
相
談
役 

鈴
木
忠
義
氏
が
世
田
谷
区
名
誉
区
民
に
顕

彰
さ
れ
る
。 

10

・
23 

東
京2

02
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
ア
メ
リ
カ
選
手
団
キ
ャ
ン
プ

契
約
締
結
式
が
開
催
さ
れ
る
。 

10

・
28 

世
田
谷
区
民
の
川
場
産
電
力
購
入
者
向
け
に
、
川
場
村
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

等
の
見
学
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
る
。
28

名
、
18

世
帯
。 

11

・
２ 

世
田
谷
区
、
世
田
谷
美
術
館
共
催
に
よ
る
美
術
鑑
賞
教
室
を
川
場
小
学
校
で
実
施
。 

11

・
12 

２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
交
流
自
治
体
招
待
で
川
場
村
か
ら
４
名
が
参
加
。 

11

・
12 

元
川
場
村
長 

横
坂
太
一
氏
ご
逝
去
（
85

歳
）
。 

12

・
３ 

全
国
学
校
給
食
甲
子
園
決
勝
大
会
に
お
い
て
、
川
場
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

「
21

世
紀
構
想
研
究
会
特
別
賞
」
を
受
賞
し
た
。 

  １
・
６ 
川
場
村
新
年
祝
賀
式
に
世
田
谷
区
副
区
長
が
参
加
。 

１
・
７ 

世
田
谷
区
新
年
の
つ
ど
い
に
川
場
村
長
が
参
加
。 

１
・
13 

世
田
谷
区
民
写
真
展
に
川
場
村
か
ら
９
点
応
募
し
、
銅
賞
１
点
、
入
選
８
点
。
［
～

１
・
21

］ 

201６ 

  
平
成
28

年 

201７ 

  
平
成
29

年 

201８ 

  

平
成
30

年 



１
・
21 

道
の
駅
「
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」
が
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
に
お
い
て
、
「
奨
励
賞
」

を
受
賞
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
・
１ 

千
歳
台
小
学
校
と
川
場
小
学
校
に
よ
る
ス
キ
ー
交
流
が
実
施
さ
れ
る
。 

２
・
11 

冬×

ふ
じ
や
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
冨
士
山
地
区
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。 

２
・
18 

㈱
世
田
谷
川
場
ふ
る
さ
と
公
社
相
談
役 

鈴
木
忠
義
氏
ご
逝
去(

93

歳)

。 

２
・
24 
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｂ
Ａ
国
際
自
然
文
化
サ
ミ
ッ
ト
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

３
・
４ 
第
51

回
世
田
谷
区
民
文
化
祭
郷
土
芸
能
大
会
へ
川
場
村
萩
室
獅
子
舞
保
存
会
が
出

演
。 

３
・
31 

後
山
の
森
林
整
備0

.3
5h
a

を
整
備
。 

５
・
10 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

５
・
22 

世
田
谷
区
新
規
採
用
職
員
研
修
が
区
民
健
康
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
５
・
25

］ 

６
・
２ 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
田
植
え
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

６
・
25 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７
・
22 

第
37

回
川
場
ま
つ
り
に
世
田
谷
区
長
が
参
加
。 

７
・
25 

世
田
谷
区
教
員
初
任
者
研
修
が
区
民
健
康
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
７
・
27

］ 
 
 
 
 
 

８
・
４ 

第
41

回
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。
ふ
る
さ

と
交
流
会
に
川
場
村
長
が
参
加
。 

８
・
22 

ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
新
温
浴
施
設
「
せ
せ
ら
ぎ
の
湯
」
が
供
用
開
始
さ
れ
る
。 

９
・
１ 

「
せ
せ
ら
ぎ
の
湯
」
開
設
式
お
よ
び
「
せ
せ
ら
ぎ
の
湯
」
村
民
開
放
が
ふ
じ
や
ま
ビ

レ
ジ
で
開
催
さ
れ
る
。 

９
・
22 

第
５
回
上
州
武
尊
山
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
ト
レ
イ
ル
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～

９
・
24

］ 

９
・
29 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
稲
刈
り
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

11

・
２ 

世
田
谷
区
、
世
田
谷
美
術
館
共
催
に
よ
る
美
術
鑑
賞
教
室
を
川
場
小
学
校
で
実
施
。 

11

・
11 

２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
交
流
自
治
体
招
待
で
川
場
村
か
ら
５
名
が
参
加
。 

  

１
・
５ 

川
場
村
新
年
祝
賀
式
に
世
田
谷
区
副
区
長
が
参
加
。 

 
 

１
・
13 

世
田
谷
区
新
年
の
つ
ど
い
に
川
場
村
長
が
参
加
。 

１
・
４ 

世
田
谷
区
民
絵
画
展
に
川
場
村
か
ら
４
点
応
募
し
、
入
選
４
点
。
［
～
１
・
13

］ 

１
・
30 

千
歳
台
小
学
校
と
川
場
小
学
校
に
よ
る
ス
キ
ー
交
流
が
実
施
さ
れ
、
両
校
の
交
流

35

周
年
記
念
式
典
が
、
両
教
育
長
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
る
。
［
～
２
・
１
］ 

２
・
11 

冬×

ふ
じ
や
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
冨
士
山
地
区
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。 

３
・
11 

故
鈴
木
忠
義
氏
（
㈱
世
田
谷
川
場
ふ
る
さ
と
公
社
相
談
役
）
が
川
場
村
名
誉
村
民
顕

彰
さ
れ
る
。 

３
・
31 

後
山
の
森
林
整
備0

.3
1h
a

を
整
備
。 

５
・
21 

世
田
谷
区
新
規
採
用
職
員
研
修
が
区
民
健
康
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
５
・
24

］ 

５
・
29 

災
害
時
相
互
援
助
協
定
連
絡
会
議
が
世
田
谷
区
で
開
催
さ
れ
る
。 

６
月 

米
国
選
手
と
子
ど
も
た
ち
と
の
レ
タ
ー
交
流
の
実
施
。
［
～
12

月
］ 

 
 
 
 
 
 
 

６
・
１ 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
田
植
え
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

６
・
25 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

７
・
23 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
自
治
体
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
世
田
谷
区
で
開
催

さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７
・
24 

世
田
谷
区
教
員
初
任
者
研
修
が
区
民
健
康
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
７
・
25

］ 

７
・
28 

第
38

回
川
場
ま
つ
り
に
世
田
谷
副
区
長
が
参
加
。 

８
・
１ 

ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
「
食
事
処
さ
く
ら
川
」
が
オ
ー
プ
ン
と
な
る
。 

 
 

８
・
３ 

第
42

回
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
に
上
州
武
尊
太
鼓
連
が
出
演
。
ふ
る
さ

と
交
流
会
に
川
場
村
長
が
参
加
。 

８
・
19 

米
国
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
よ
る
水
泳
教
室
が
実
施
さ
れ
、
川
場
村
か
ら
３
名
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
。 

 
 
 
 
 
 
 

８
・
20 

世
田
谷
区
民
健
康
村
第
５
期
事
業
計
画
検
討
委
員
会
準
備
会
が
開
催
さ
れ
る
。 

８
・
24 

ボ
ッ
チ
ャ
世
田
谷
区
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
川
場
村
か
ら
１
チ
ー
ム
６
名
が
参
加
。 

８
・
26 

川
場
村
発
電
施
設
見
学
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、
40

名
参
加
。 

８
・
27 

世
田
谷
区
民
健
康
村
第
5

期
事
業
計
画
検
討
委
員
会
第
１
回
会
議
が
世
田
谷
区
で

開
催
さ
れ
る
。 

９
・
８ 

世
田
谷
美
術
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
、
村
民
２
名
が
参
加
。

［
～
９
・
９
］ 

 
 
 
 

９
・
21 

第
６
回
上
州
武
尊
山
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
ト
レ
イ
ル
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～

９
・
23

］ 

10

・
５ 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
稲
刈
り
の
部
」
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

10

・
７ 

世
田
谷
区
民
健
康
村
第
５
期
事
業
計
画
事
務
調
整
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。 

 
 

10

・
20 

世
田
谷
区
民
健
康
村
第
５
期
事
業
計
画
検
討
委
員
会
第
２
回
会
議
が
川
場
村
で
開
催

さ
れ
る
。 

11

・
１ 

区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
川
場
小
学
校
で
美
術
鑑
賞
教
室
を
実
施
。 

11

・
10 

２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
交
流
自
治
体
招
待
で
川
場
村
か
ら
４
名
が
参
加
。 

11

・
23 

世
田
谷
区
立
総
合
運
動
場
陸
上
競
技
場
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
川
場
村
長
が
参
加
。

米
国
陸
上
選
手
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
８
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。 

12

・
３ 

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山(

む)

漁
村(

ら)

の
宝
」
第
６
回
選
定
授
与
式
が
総
理
大
臣
官

邸
で
行
わ
れ
、
冨
士
山
集
落
活
性
化
協
議
会
が
表
彰
さ
れ
る
。 

12

・
８ 

世
田
谷
区
民
健
康
村
第
５
期
事
業
計
画
検
討
委
員
会
第
３
回
会
議
が
川
場
村
で
開
催

さ
れ
る
。 

  １
・
11 

川
場
村
新
年
祝
賀
式
に
世
田
谷
区
副
区
長
が
参
加
。 

１
・
12 

世
田
谷
区
新
年
の
つ
ど
い
に
川
場
村
長
が
参
加
。 

１
・
４ 

世
田
谷
区
民
写
真
展
に
川
場
村
か
ら
５
名
７
点
応
募
し
、
優
秀
賞
１
点
、
入
選
６

点
。
（
～
１
・
12

） 

１
・
28 

ホ
テ
ル
田
園
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
が
導
入
さ
れ
る
。 

１
・
30 

千
歳
台
小
学
校
と
川
場
小
学
校
に
よ
る
ス
キ
ー
交
流
が
実
施
さ
れ
る
。 

２
・
８ 

冬×

ふ
じ
や
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
冨
士
山
地
区
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。 

３
・
８ 

世
田
谷
区
民
健
康
村
第
５
期
事
業
計
画
検
討
委
員
会
第
４
回
会
議
が
川
場
村
で
開
催

さ
れ
る
。 

３
・
16 
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
に
お
い
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
が
導
入
さ
れ
る
。 

３
・
31 

後
山
の
森
林
整
備0

.8
ha

を
整
備
。 

４
・
１ 

川
場
村
と
世
田
谷
区
の
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
世
田
谷
区
職
員
１
名
が
川
場
村

に
派
遣
さ
れ
新
拠
点
構
想
事
業
に
携
わ
る
。 

201９ 

  
平
成
31

年
／
令
和
元
年 

20２０ 

  
令
和
２
年 



４
・
13 

川
場
村
か
ら
「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
（1

,
200

本
）
」
が
世
田
谷
区
内
の
児
童
養
護
施

設
等
に
寄
贈
さ
れ
る
。 

５
・
１ 

川
場
村
の
（
株
）
雪
ほ
た
か
か
ら
「
雪
ほ
た
か
レ
ン
ジ
ア
ッ
プ
ご
は
ん
（1

,
00
0

個
）
」
が
世
田
谷
区
内
の
母
子
生
活
支
援
施
設
等
に
寄
贈
さ
れ
る
。 

６
・
６ 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
田
植
え
の
部
」
が
川
場
村
の
関
係
者
で
開
催
さ
れ
る
。 

６
・
17 
世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

６
・
18 
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
本
館
浴
場
改
修
工
事
完
了
。 

７
・
11 

縁
組
協
定
40

周
年
記
念
事
業
第1

回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ

る
。
［
～
７
・
12

］ 

７
・
18 

ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
野
外
炊
事
場
完
成
。 

８
・
１ 

ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
に
お
い
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
稼
働
が
開
始
さ
れ

る
。 

９
・
４ 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
自
治
体
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
がZ

OO
M

会
議
で
開

催
さ
れ
る
。 

９
・
16

～ 

川
場
村
か
ら
移
動
教
室
が
中
止
に
な
っ
た
世
田
谷
区
立
小
学
生
５
年
生
へ
り
ん
ご
ジ

ュ
ー
ス
が
寄
贈
さ
れ
る
。 

10

・
５ 

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
：
稲
刈
り
の
部
」
が
川
場
村
の
関
係
者
で
開
催
さ
れ
る
。 

10

・
10 

縁
組
協
定
40

周
年
記
念
事
業
第
２
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ

る
。
［
～
10

・
11

］ 

10

・
24 

里
山
塾
特
別
版
「
古
民
家
茅
葺
体
験
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
区
民
15

名
画
参
加
し
、

村
民
６
名
が
協
力
。
［
～
10

・
25

］ 

11

・
８ 

２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ
、
交
流
自
治
体
招
待
で
川
場

村
か
ら
１
名
が
参
加
。
［
～
11

・
15

］ 

11

・
11 

令
和
２
年
度
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
表
彰
式
が
さ
い
た

ま
新
都
心
合
同
庁
舎
で
行
わ
れ
、
冨
士
山
集
落
活
性
化
協
議
会
が
農
林
水
産
大
臣
賞

を
表
彰
さ
れ
る
。
［
～
11

・
29

］ 

11

・
28 

里
山
塾
特
別
版
「
古
民
家
茅
葺
体
験
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
区
民
２
名
が
参
加
し
、

村
民
４
名
が
協
力
。 

 
 １

・
９ 

川
場
村
新
年
祝
賀
式
に
世
田
谷
区
副
区
長
が
参
加
さ
れ
、
区
議
会
議
長
は
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
参
加
。 

１
・
10 

世
田
谷
区
新
年
の
つ
ど
い
が
区Y

ou
T
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
さ
れ
、
川
場
村
長
は

映
像
参
加
。 

２
・
13 

冬×

ふ
じ
や
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
冨
士
山
地
区
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。 

３
月
～ 

米
国
選
手
と
子
ど
も
た
ち
と
の
レ
タ
ー
交
流
が
実
施
さ
れ
、
世
田
谷
区
か
ら
７
名
、

川
場
村
か
ら
１
名
参
加
。 

３
・
２ 

川
場
村
に
お
け
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
発
電
事
業
に
関
す
る
協
議
会
が

Z
O
OM

会
議
で
開
催
さ
れ
る
。 

３
・
29 

古
民
家
屋
根
改
修
工
事
完
了
。 

３
・
31 

後
山
の
森
林
整
備1

.1
5h
a

を
整
備
。 

４
・
１ 

川
場
村
職
員
１
名
が
世
田
谷
区
に
派
遣
さ
れ
、
相
互
の
職
員
派
遣
が
始
ま
る
。 

５
・
14 

役
場
新
庁
舎
の
造
成
工
事
が
開
始
さ
れ
る
。 

５
月
～ 

米
国
選
手
と
世
田
谷
区
の
子
ど
も
た
ち
と
の
レ
タ
ー
交
流
に
、
川
場
村
中
学
校
の
生

徒
２
名
が
参
加
す
る
。 

６
・
24 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
が
川
場
村
で
開
催
さ
れ
る
。 

７
・
17 

縁
組
協
定
40

周
年
記
念
事
業
第
３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開

催
さ
れ
る
。 

８
・
19 

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
国
連
携
講
演
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催

さ
れ
、
世
田
谷
区
と
川
場
村
の
交
流
の
取
組
み
事
例
を
発
表
す
る
。 

９
・
４ 

縁
組
協
定
40

周
年
記
念
事
業
第
４
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開

催
さ
れ
る
。 

９
・
７ 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
自
治
体
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

り
開
催
さ
れ
る
。 

10

・
２ 

せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
川
場
村
長
が

映
像
出
演
す
る
。
［
～
10

・
３
］ 

10

・
21 

縁
組
協
定
40

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
羽
根
木
プ
レ
ー
パ
ー
ク
リ
ー
ダ
ー

ハ
ウ
ス
の
部
材
の
一
部
に
川
場
産
木
材
を
活
用
し
た
整
備
を
開
始
す
る
。
（
令
和
４

年
３
月
31

日
竣
工
） 

11

・
３ 

縁
組
協
定
40

周
年
記
念
講
演
会
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
退
散
祈
願
の
花
火
大
会

が
川
場
村
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。 

11

・
７ 

エ
フ
エ
ム
世
田
谷
「
区
長
の
談
話
室
」
の
縁
組
協
定
40

周
年
を
テ
ー
マ
に
し
た
番

組
に
川
場
村
長
が
電
話
出
演
す
る
。 

11

・
27 

第
23

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
が
静
岡
県
小
山
町
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
川
場
村
産
の
「
ゆ
う
だ
い
21

」
が
金
賞
を
受
賞
す
る
。 

11

・
28 

世
田
谷
区
川
場
村 

縁
組
協
定
40

周
年 

記
念
式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
東
京
農
業

大
学
横
井
講
堂
で
開
催
さ
れ
る
。 

12

・
11 

自
治
体
間
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
縁
組
協
定
40

周

年
に
関
す
る
事
例
を
発
表
す
る
。 

12

・
24 

中
止
と
な
っ
た
「
海
辺
・
都
市
交
流
体
験
」
に
申
し
込
ん
だ
川
場
小
学
校
の
児
童
を

対
象
に
、
世
田
谷
区
内
の
６
大
学
か
ら
工
作
キ
ッ
ト
が
贈
ら
れ
、
工
作
キ
ッ
ト
づ
く

り
教
室
が
開
催
さ
れ
る
。 

   

１
・
４ 

世
田
谷
区
民
絵
画
・
写
真
展
に
川
場
村
か
ら
応
募
し
、
審
査
を
通
過
し
た
９
点
が
展

示
会
に
出
品
さ
れ
る
。
［
～
１
・
７
］ 

２
・
６ 

世
田
谷
区
・
川
場
村 

縁
組
協
定
40

周
年
区
民
健
康
村
関
係
者
の
集
い
が
川
場
村
で

開
催
さ
れ
、
世
田
谷
区
長
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
出
演
す
る
。 

２
・
18 

川
場
小
学
校
５
年
生
と
千
歳
台
小
学
校
５
年
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
が
開
催
さ
れ

る
。 

３
・
18 
川
場
村
に
お
け
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
発
電
事
業
に
関
す
る
協
議
会
が
書

面
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
。 

３
・
30 

世
田
谷
区
・
下
北
沢
商
店
連
合
会
（
株
）
オ
オ
ゼ
キ
な
ど
が
企
画
開
発
し
、
雪
ほ
た

か
を
原
材
料
の
一
部
に
し
た
「
下
北
沢C

HA
OS

（
カ
オ
ス
）
ビ
ー
ル
」
の
販
売
が
始

ま
る
。 

20２１ 

  
令
和
３
年 

20２２ 

  
令
和
４
年 



３
・
31 

後
山
の
森
林
整
備1

.1
5h
a

を
整
備
。 

４
・
１ 

武
尊
大
橋
が
開
通
す
る
。 

５
・
28 

世
田
谷
区
・
川
場
村
「
縁
組
協
定
40

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
実
行
委
員
会
を
開
催

す
る
。
［
～
５
・
29

］ 

６
・
23 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
を
川
場
村
で
開
催
す
る
。 

７
・
19 
道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
が
『
じ
ゃ
ら
ん
』
全
国
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
２
で

全
国
１
位
を
獲
得
。 

７
・
21 

川
場
小
学
校
と
千
歳
台
小
学
校
の
夏
の
交
流
が
２
年
ぶ
り
に
世
田
谷
区
内
で
開
催
さ

れ
る
。 

８
・
６ 

第
43

回
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
が
３
年
ぶ
り
に
若
林
公
園
で
開
催
さ

れ
、
川
場
村
物
産
展
を
実
施
。
［
～
８
・
７
］ 

８
・
８ 

こ
ど
も
里
山
自
然
学
校
・
川
場
ま
る
ご
と
滞
在
記
（
夏
の
教
室
）
が
開
催
さ
れ
区
民

26

名
・
村
民
５
名
が
参
加
。
［
～
８
・
11

］ 

８
・
15 

川
場
村
中
学
校
３
年
生
のE

NG
LI
SH

キ
ャ
ン
プ
が
、
な
か
の
ビ
レ
ジ
で
開
催
さ
れ
、

テ
ン
プ
ル
大
学
生
８
名
も
参
加
。
［
～
８
・
18

］ 

８
・
20 

世
田
谷
区
・
川
場
村
「
縁
組
協
定
40

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
を
川
場
村
中
央
公
園

で
開
催
し
、
村
民
及
び
ツ
ア
ー
参
加
の
区
民
、
約
９
０
０
名
が
来
場
す
る
。 

８
・
21 

「
縁
組
協
定
40

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
友
好
の
森
内
で

遊
歩
道
（
友
好
の
小
径
）
の
整
備
を
行
う
。 

10

・
16 

世
田
谷
区
政
90

周
年
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。 

10

・
28 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
自
治
体
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

り
開
催
さ
れ
る
。 

11

・
８ 

世
田
谷
区
採
用
３
年
目
職
員
を
対
象
と
し
た
川
場
村
宿
泊
研
修
が
開
催
さ
れ
、
69

名
が
参
加
す
る
。
［
～
11

・
10

］ 

11

・
２ 

キ
ネ
コ
国
際
映
画
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
区
内
で
開
催
さ
れ
川
場
村
の
中

学
生
８
名
が
招
待
さ
れ
る
。 

11

・
13 

第
17

回
世
田
谷
２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
川
場
村
民
１
名
が
参
加
し
完
走
。 

11

・
26 

世
田
谷
美
術
館
の
出
張
事
業
と
し
て
、
川
場
小
学
校
４
年
生
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
が
開
催
さ
れ
る
。 

12

・
２ 

第
24

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
が
長
野
県
小
諸
町
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
川
場
村
産
の
「
ゆ
う
だ
い
21

」
が
国
際
総
合
部
門
で
金
賞
を
受
賞

し
、
川
場
村
と
し
て
通
算
14

回
目
の
同
部
門
の
金
賞
受
賞
と
な
る
。
［
～
12

・

３
］ 

12

・
９ 

自
治
体
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
世
田
谷
区
長
・
川
場

村
長
が
参
加
す
る
。 

12

・
18 

川
場
村
役
場
新
庁
舎
の
立
柱
式
と
餅
投
げ
が
開
催
さ
れ
る
。 

12

・
26 

こ
ど
も
里
山
自
然
学
校
・
川
場
ま
る
ご
と
滞
在
記
（
冬
の
教
室
）
を
開
催
し
区
民

32

名
が
参
加
。
［
～
12

・
28

］ 

 
 １
・
26 

川
場
小
学
校
と
千
歳
台
小
学
校
の
５
年
生
の
ス
キ
ー
交
流
が
２
年
ぶ
り
に
川
場
ス
キ

ー
場
で
開
催
さ
れ
る
。
［
～
１
・
27

］ 

２
・
11

～ 

３
年
ぶ
り
に
、
せ
た
が
や
梅
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
川
場
村
物
産
展
を
実
施
。 

３
・
17 

世
田
谷
区
民
絵
画
・
写
真
展
で
川
場
村
在
住
・
在
勤
７
名
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
。

［
～
３
・
24

］ 

３
・
28 

縁
組
協
定
40

周
年
記
念
誌
を
刊
行
。 

３
・
28 

令
和
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
村
営
上
宿
原
地
区
土
地
改
良
事
業
が
完
了
し
、
上
宿
原
記

念
碑
除
幕
式
・
事
業
完
成
祝
賀
式
を
施
行
。 

３
・
31 

後
山
の
森
林
整
備 

1
.
15
ha

を
整
備
。 

４
・
１ 

川
場
学
園
開
校
準
備
室
を
立
ち
上
げ
る
。 

６
・
26 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
を
川
場
村
で
開
催
。 

７
・
21 

川
場
小
学
校
と
千
歳
台
小
学
校
の
夏
の
交
流
を
世
田
谷
区
内
で
開
催
。
（
両
校
の
交

流
40

周
年
を
祝
う
会
を
実
施
） 

７
・
30 

４
年
ぶ
り
に
川
場
ま
つ
り
を
川
場
村
中
央
公
園
で
開
催
し
、
世
田
谷
区
産
業
振
興
公

社
が
世
田
谷
み
や
げ
の
販
売
を
実
施
。 

８
・
５ 

第
44

回
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
が
若
林
公
園
で
開
催
さ
れ
、
川
場
村
物

産
展
を
実
施
。
［
～
８
・
６
］ 

８
・
７ 

こ
ど
も
里
山
自
然
学
校
・
川
場
ま
る
ご
と
滞
在
記
（
夏
の
教
室
）
を
開
催
し
区
民
こ

ど
も
29

名
・
ま
る
ご
と
14

名
が
参
加
。
［
～
８
・
10

］ 

８
・
23 

道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
が
『
じ
ゃ
ら
ん
』
全
国
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
３
で

２
年
連
続
と
な
る
全
国
１
位
を
獲
得
。 

９
・
10 

東
京
農
業
大
学
の
協
力
を
得
て
友
好
の
小
径
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
整
備
。
［
～
９
・

11

］ 

10

・
１ 

世
田
谷
美
術
館
主
催
の
美
術
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
川
場
村
内
で
開
催
。
［
～

10

・
２
］ 

10

・
29 

川
場
村
役
場
新
庁
舎k

aw
ab
a 
BA
SE

の
落
成
式
を
行
い
関
係
者
約
２
５
０
名
が
参

加
。 

11

・
６ 

川
場
村
役
場
新
庁
舎k

aw
ab
a 
BA
SE

が
開
庁
。 

11

・
７ 

世
田
谷
区
採
用
３
年
目
職
員
を
対
象
と
し
た
川
場
村
宿
泊
研
修
が
開
催
さ
れ
、
１
０

７
名
（
村
職
員
１
名
を
含
む
）
が
参
加
。
［
～
11

・
９
］ 

11

・
14 

世
田
谷
区
採
用
３
年
目
職
員
を
対
象
と
し
た
川
場
村
宿
泊
研
修
が
開
催
さ
れ
、
１
０

７
名
（
村
職
員
１
名
を
含
む
）
が
参
加
。
［
～
11

・
16

］ 

11

・
12 

第
18

回
世
田
谷
２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
川
場
村
民
４
名
が
参
加
し
完
走
。 

11

・
22 

川
場
小
学
校
４
年
生
を
対
象
と
し
た
世
田
谷
美
術
館
の
美
術
鑑
賞
教
室
を
４
年
ぶ
り

に
川
場
小
学
校
で
実
施
。 

12

・
１ 

第
25

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
が
新
潟
県
津
南
町
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
川
場
村
産
の
「
ゆ
う
だ
い
21

」
が
国
際
総
合
部
門
で
金
賞
を
受
賞

し
、
川
場
村
と
し
て
通
算
15

回
目
の
同
部
門
の
金
賞
受
賞
と
な
る
。
［
～
12

・

２
］ 

12

・
８ 

自
治
体
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
世
田
谷
区
で
開
催
さ
れ
、
世
田
谷
区
長
・
川
場
村
長
が

参
加
。
［
～
12

・
９
］ 

12

・
26 
こ
ど
も
里
山
自
然
学
校
・
川
場
ま
る
ご
と
滞
在
記
（
冬
の
教
室
）
を
開
催
し
区
民
こ

ど
も
34

名
・
ま
る
ご
と
13

名
が
参
加
。
［
～
12

・
28

］ 

   

20２３ 

  
令
和
５
年 



 

１
・
25 

川
場
小
学
校
と
千
歳
台
小
学
校
の
５
年
生
の
ス
キ
ー
交
流
を
川
場
ス
キ
ー
場
で
開

催
。
ま
た
、
川
場
小
学
校
で
交
流
40

周
年
お
祝
い
会
を
開
催
。
［
～
１
・
26

］ 
２
・
11 

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
活
動
を
縮
小
し
て
い
た
門
前
地
区
の
春
駒
が
４
年
ぶ
り
に
開

催
。
（
コ
ロ
ナ
禍
で
は
桑
の
枝
の
配
布
の
み
を
実
施
） 

３
・
15 
世
田
谷
区
民
展
で
川
場
村
在
住
・
在
勤1

名
が
写
真
部
門
に
参
加
。
［
～
３
・

22

］ 

３
・
20 

川
場
村
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
購
入
者
へ
お
礼
の
品
（
か
わ
た
ん
グ
ッ
ズ
）
を
送

る
。
（
希
望
者
17

名 

宛
） 

３
・
31 

後
山
の
森
林
整
備 

約1
ha

を
整
備
。 

４
・
１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
１
泊
２
日
と
し
て
い
た
川
場
村
移
動
教
室

が
、
今
年
度
か
ら
２
泊
３
日
に
戻
る
。 

６
・
27 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
を
川
場
村
で
開
催
。 

７
・
９ 

自
治
体
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
北
海
道
中
川
町
で
開
催
さ
れ
、
世
田
谷
区
長
・
川
場
村

長
が
参
加
。
［
～
７
・
10

］ 

７
・1

7 

道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
が
『
じ
ゃ
ら
ん
』
全
国
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
４
で

全
国
２
位
を
獲
得
。 

７
・
23 

川
場
小
学
校
と
千
歳
台
小
学
校
の
夏
の
交
流
を
世
田
谷
区
内
で
開
催
。 

７
・
28 

川
場
ま
つ
り
が
川
場
村
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
、
世
田
谷
区
長
が
参
加
。 

８
・
３ 

第
45

回
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
が
８
年
ぶ
り
にJ
RA

馬
事
公
苑
で
開
催

さ
れ
、
川
場
村
物
産
展
を
実
施
。
［
～
８
・
４
］ 

８
・
５ 

こ
ど
も
里
山
自
然
学
校
・
川
場
ま
る
ご
と
滞
在
記
（
夏
の
教
室
）
を
開
催
し
、
こ
ど

も
24

名
（
区
民
）
・
ま
る
ご
と
16

名
（
区
民
）
が
参
加
。
［
～
８
・
８
］ 

９
・
14 

愛
宕
山
里
山
再
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
里
山
自
然
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
２
名
が
参

加
。
［
～
９
・
15

］ 

９
・
22 

東
京
農
業
大
学
の
協
力
を
得
て
友
好
の
小
径
を
延
伸
。
［
～
９
・
23

］ 

９
・
22 

世
田
谷
美
術
館
主
催
の
美
術
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
川
場
村
内
で
開
催
。
［
～
９
・

23

］ 

11

・
１ 

川
場
小
学
校
４
年
生
を
対
象
と
し
た
世
田
谷
美
術
館
の
美
術
鑑
賞
教
室
を
川
場
小
学

校
で
実
施
。 

11

・
10 

第
19

回
世
田
谷
２
４
６
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
川
場
村
民
１
名
が
参
加
し
完
走
。 

11

・
19 

世
田
谷
区
採
用
３
年
目
職
員
を
対
象
と
し
た
川
場
村
宿
泊
研
修
が
開
催
さ
れ
、
73

名
が
参
加
。
［
～
11

・
21

］ 

12

・
６ 

第
26

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
が
山
梨
県
北
杜
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
川
場
村
産
の
「
ゆ
う
だ
い
21

」
が
国
際
総
合
部
門
で
金
賞
を
受
賞

し
、
川
場
村
と
し
て
通
算
16

回
目
の
同
部
門
の
金
賞
受
賞
と
な
る
。
［
～
12

・

７
］ 

12

・
26 

こ
ど
も
里
山
自
然
学
校
・
川
場
ま
る
ご
と
滞
在
記
（
冬
の
教
室
）
を
開
催
し
、
こ
ど

も
31

名
（
内
、
村
民
５
名
・
区
民
26

名
）
・
ま
る
ご
と
19

名
（
区
民
）
が
参
加
。

［
～
12

・
28

］ 

 
 

 

 

１
・
18 

こ
ん
に
ゃ
く
講
習
会
を
世
田
谷
区
桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。 

１
・
23 

川
場
小
学
校
と
千
歳
台
小
学
校
の
５
年
生
の
ス
キ
ー
交
流
を
川
場
ス
キ
ー
場
で
開

催
。 

２
・
８ 

ふ
じ
や
ま
冬
の
竹
灯
籠
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
里
山
自
然
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
４
名
が

参
加
。 

３
・
14 

世
田
谷
区
民
展
で
川
場
村
在
住
・
在
勤
１
名
が
写
真
作
品
に
て
参
加
。
［
～
３
・

22

］ 

３
・
20 

川
場
村
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
購
入
者
へ
お
礼
の
品
（
か
わ
た
ん
グ
ッ
ズ
）
を
送

る
。
（
希
望
者
17

名 

宛
） 

３
・
31 

後
山
の
森
林
整
備 

約1
ha

を
整
備
。 

４
・
７ 

 

川
場
小
学
校
及
び
川
場
中
学
校
を
統
廃
合
し
、
９
年
制
の
義
務
教
育
学
校
で
あ
る

「
川
場
学
園
」
が
開
校
。 

６
・
16 

 
 

世
田
谷
区
民
健
康
村
事
業
推
進
会
議
を
川
場
村
で
開
催
。 

６
・
26 

 

自
治
体
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
北
海
道
白
老
町
で
開
催
さ
れ
、
世
田
谷
区
長
及
び
川
場 

村
長
が
参
加
。
［
～
４
・
28

］ 

７
・
16 

 

道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
が
「
じ
ゃ
ら
ん
全
国
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ2

02
5

」
及
び

「
も
う
一
度
利
用
し
た
い
道
の
駅
ラ
ン
キ
ン
グ2

02
5

」
の
両
部
門
で
第1

位
を
獲  

得
。 

７
・
22 

 
 

川
場
小
学
校
と
千
歳
台
小
学
校
の
夏
の
交
流
を
世
田
谷
区
内
で
実
施
。 

７
・
27 

 

川
場
ま
つ
り
が
川
場
村
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
、
世
田
谷
区
副
区
長
及
び
世
田
谷
区 

議
会
議
長
が
参
加
。
あ
わ
せ
て
、
世
田
谷
み
や
げ
の
出
店
販
売
を
実
施
。 

８
・
２ 

 

第
46

回
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
がJ

RA

馬
事
公
苑
で
開
催
さ
れ
、
川
場

村
長
が
参
加
。
併
せ
て
、
川
場
村
物
産
展
を
実
施
。
［
～
８
・
３
］ 

８
・
４ 

 

こ
ど
も
里
山
自
然
学
校
・
川
場
ま
る
ご
と
滞
在
記
（
夏
の
教
室
）
を
開
催
し
、
こ
ど

も
23

名
（
う
ち
村
民
１
名
・
区
民
22

名
）
、
ま
る
ご
と
21

名
（
区
民
）
が
参
加
。

［
～
８
・
７
］ 

９
・
20 

 

第
11

回
上
州
武
尊
山
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
ト
レ
イ
ル
が
開
催
さ
れ
、
区
職
員
１
名
が
ス

カ
イ
ビ
ュ
ー
ト
レ
イ
ル
80

に
参
加
し
完
走
。
［
～
９
・
21

］ 

９
・
28 

 

世
田
谷
美
術
館
に
よ
る
美
術
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
川
場
村
内
で
開
催
［
～
９
・

29

］ 

10

・
４ 

 

愛
宕
山
火
祭
に
里
山
自
然
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
３
名
が
参
加
。 

10

・
19 

 

村
事
業
の
村
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
世
田
谷
区
の
砧
公
園
で
実
施
。
併
せ
て
、
隣
接
す

る
世
田
谷
区
立
総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ
た
区
民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
の
体
験
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
。 

11

・
４ 

 

川
場
学
園
４
年
生
及
び
７
年
生
を
対
象
と
し
た
世
田
谷
美
術
館
に
よ
る
美
術
鑑
賞

教
室
の
出
張
授
業
を
実
施
。 

11

・
９ 

 

第
20

回
世
田
谷
246

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
川
場
村
民
２
名
が
参
加
し
完
走
。
18

歳

（
高
校
生
を
除
く
）
～
39

歳
女
子
の
部
で
第
１
位
を
獲
得
。 

11

・
18 

 
世
田
谷
区
採
用
３
年
目
職
員
を
対
象
と
し
た
川
場
村
宿
泊
研
修
が
開
催
さ
れ
、
75 

名
が
参
加
。
併
せ
て
、
川
場
村
職
員
３
名
も
参
加
。
［
～
11

・
20

］ 

11

・
22 

 

里
山
塾
で
の
茅
刈
を
実
施
し
、
区
職
員
７
名
及
び
村
職
員
７
名
が
参
加
。
［
～

11

・
23

］ 

令
和
６
年 

20２４ 

  

20２５ 

  
令
和
７
年 



12

・
６ 

 

第
27

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
が
茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市

で
開
催
さ
れ
、
川
場
村
産
「
ゆ
う
だ
い
21

」
が
国
際
総
合
部
門
で
金
賞
を
受
賞
。

川
場
村
と
し
て
通
算
17

回
目
の
同
部
門
金
賞
受
賞
と
な
っ
た
。
［
～
12

・
７
］ 

12

・
26 

こ
ど
も
里
山
自
然
学
校
・
川
場
ま
る
ご
と
滞
在
記
（
冬
の
教
室
）
を
開
催
し
、
こ
ど

も
19

名
（
う
ち
村
民
２
名
・
区
民
17

名
）
、
ま
る
ご
と
25

名
（
区
民
）
が
参
加
。

［
～
12

・
28

］ 
   

１
・
17 

 

こ
ん
に
ゃ
く
講
習
会
を
世
田
谷
区
桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。 

１
・
22 

 

川
場
学
園
と
千
歳
台
小
学
校
５
年
生
と
の
ス
キ
ー
交
流
を
川
場
ス
キ
ー
場
で
実
施
。 

２
・
14 

 

ふ
じ
や
ま
冬
の
竹
灯
籠
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
里
山
自
然
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
５
名
が

参
加
。 

３
・
13 

 

世
田
谷
区
民
展
に
、
川
場
村
在
住
・
在
勤
の
５
名
が
作
品
を
出
展
。
［
～
３
・

22

］ 

３
・
31 

 

川
場
村
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
購
入
者
へ
の
お
礼
の
品
と
し
て
、
か
わ
た
ん
グ
ッ
ズ

を
希
望
者
16

名
に
送
付
。 

３
・
31 

 

後
山
の
森
林
整
備
と
し
て
約3

ha

を
整
備
。 

   
 

  
 

  
 

 
 

 
 

 

                           

20２６ 

  
令
和
８
年 

健康村新聞 100 号記念保存版 （H25.8.15 発行） 

昭和６３年に創刊の健康村新聞 

現在も年１～２回程度の発行を行っており 

区・村各所で配架  ※R8.3 時点の最新号は１１９号 



 
 

    
 

  
 



  
 

世田谷区と川場村における健康村相互協力に関する覚書き 
  
世田谷区と川場村は、世田谷区が、豊かな自然に恵まれた川場村において、健康村づくり事業を推
進するにあたり、双方が主体性をもち、相互の理解と信頼のうえにたって、世田谷区民健康村と川
場村の、みのりある将来を実現することを願い、次のことを協力することを約します。 

記 
１ 健康村が単に区民の保養の場としてだけでなく、区民と村民の交流をたかめるための施設の相
互利用、共同事業の推進と協議連絡組織の設置をはかります。 
２ 健康村づくりにともない必要とされる用地・権利関係などの次の諸条件の調整について相互に
協力し推進します。 
（１）用地の確保 
（２）権利関係の調整 － 水源確保、温泉分湯、流水利用、下水処理等。 
（３）行政手続き － 国土利用計画法、県大規模開発条例、道路・水路等の新設・廃止、農用地
解除、農地転用、広域ゴミ処理場の利用等。 
３ 土地利用、郷土建築、開発行為などに当たって、村の環境の保全・育成をはかるため次の事項
について相互に遵守いたします。 
（１）無秩序な開発防止と土地利用計画等による規制。 
（２）環境の変革につながるような公共事業についての協議の義務化。 
（３）景観にふさわしい郷土建築づくり。 
（４）環境の保全・育成運動の共同推進。 
４ 健康村で消費する原材料として、地場産物の需給について相互協力をはかります。 
５ 健康村の運営・管理に必要な人材の確保、労働力の需給体制について相互協力をはかります。 
６ 健康村構想の住民への周知、交流活動の実践について相互に協力し推進します。 
  

昭和五十六年十二月一日 

区民健康村十周年記念“友好の森”事業に関する相互協力  

世田谷区と川場村は、昭和五十六年十一月十六日に「区民健康村相互協力協定」を結んで以来、

積極的に地域間交流を推進してきました。 

そして、この取り組みと成果は各方面から注目され、全国の先進事例として高く評価を受けてお

り、これまでの世田谷区と川場村の十年間の交流事業は、関係者の尽力によって満足できる成果

をえたと確信しております。 

そこで、世田谷区と川場村は、十年間の区民健康村事業の成果を記念し、新しい事業展開の礎を

築くために、相互に協力し、川場村に“友好の森”を建設することとします。 

今日、地球的な規模の環境保全、育成の重要性が強く指摘されていますが、この“友好の森”事

業は、区民健康村事業を支える川場村の環境を、都市と山村の交流事業の一環として保全育成

し、自分たちの身近なところにある森林を自分たちで守り・育てることをとおして、環境問題の

新しい取り組みのあり方を追求することを目的とするものであります。 

世田谷区と川場村は、事業の実施にあたって、この協定の主旨を遵守し、相互に協力しあうこと

を誓います。 

  

平成四年一月三十日 

【資料】 



  
 

災害時における相互援助協定書  

 世田谷区（以下「甲」という。）と川場村（以下「乙」という。）とは区民健康村相互協力
協定の精神に基づき、災害時における応急対策及び復旧対策（以下「応急対策等」という。）
に係る相互の援助に関し、次のとおり協定する。 
（目的） 

第一条 この協定は、甲又は乙のいずれかの地域で災害が発生した場合において、被災地独自
では十分な応急対策等が実施できない場合に、相互に援助協力することにより、被災地域の応
急対策等を円滑かつ迅速に実施することを目的とする。 

（要請） 

第二条 甲及び乙は、応急対策等に必要な物資、機材（以下「応急物資」という。）及び職員
等について自ら十分な調達ができないときは、連絡担当課を通じて、相手方に対し、必要事項
を示して援助を要請するものとする。 

（協力） 

第三条 甲及び乙は、前条の規定により要請を受けた場合は、その内容に従って可能な限り応
急物資を供給し、応援職員等を派遣するものとする。 

（援助内容） 

第四条 前条の規定により、甲又は乙が供給する援助内容は、次に掲げるものとする。 

（一）食糧品 

（二）生活必需品 

（三）被災者の収容のための施設 

（四）その他応急対策用資機材及び応援職員等 

（応急物資等の輸送） 

第五条 応急物資及び応援職員等の輸送は、援助する側が行うものとする。ただし、双方協議
により相手方に依頼し又は分担することができる。 

（連絡担当課） 

第六条 相互援助のための連絡担当課（甲においては企画部区民健康村室、乙においては企画
課）は、年一回の連絡会議を開くこととし、災害が発生したときは、速やかに情報交換を行う
ものとする。 

（ボランティアへの支援） 

第七条 甲及び乙は、区民健康村相互協力協定の趣旨に鑑み、個人又は団体から援助の申し出
があった場合は、その内容を把握整理し、適切な支援が図れるよう努めるものとする。 

（啓発事業への協力） 

第八条 甲及び乙は、それぞれが実施する防災啓発事業に積極的に協力するものとする。 

（経費の負担） 

第九条 供給援助に要した経費（輸送費を含む。）の負担は、双方協議にうえ定めるものとす
る。 

（協議） 

第十条 この協定の解釈について疑義が生じた場合又はこの協定に定めのない事項について

は、双方協議のうえ決定するものとする。 

（適用） 

第十一条 この協定は、平成七年七月二十九日から施行する。 

 この協定を証するため、本書二通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各一通保有する。 

  

平成七年七月二十九日 



  
 

縁組協定再確認書 ～締結３０周年を迎えて～ 

昭和５６年１１月に世田谷区と川場村で「区民健康村相互協力に関する協定」を締結

して、今年で３０年を迎えた。この間、世田谷区民にとって川場村は「第二のふるさ

と」として定着し、ふじやま・なかの両ビレジを拠点として、小学校５年生の移動教室

や里山自然学校など、さまざまな活動を通じての交流が行われている。川場村は「田園

理想郷」を目指して、里山や田園風景を生かした地域づくりを進めており、「農業プラ

ス観光」の施策を展開している。 

本年３月１１日に発生した東日本大震災は、一千年に一度とも言われるほど甚大で、

未曾有の被害をもたらし、多くのものを失った。改めて、震災への備えの重要性、地域

や人々の絆の大切さを深く認識させられた。 

縁組協定３０周年を迎え、世田谷区と川場村は、縁組協定を通じて先人たちが築いてき

た３０年間の交流の実績と、その交流を支えてくれた多くの方たちに感謝し、これから

も住民同士、自治体同士の交流を絶やすことなく、縁組協定の理念を後世に継承しつ

つ、以下の事項を推進し、今後も末永い友好関係と未来に誇れる交流を続けていくこと

をここに再確認する。 

  

１．私たちは、東日本大震災を経験したことで、それを教訓に、自治体間の相互協力体

制のより一層の強化を図っていきます。 

２．文化交流においては、今まで取組んできた写真や絵画展などの交流を継続しつつ、

新たに、私たちが生きていくうえでの基本となる「食」を題材とした交流をはじめ、世

田谷区と川場村それぞれの特長を生かした、新たな文化交流の発展、拡大に取り組みま

す。 

３．川場村の自然環境を守り、育てるために、区民・村民を中心として交流活動を展開

し、森林や草地の整備をはじめとした環境保護活動に取り組んでいます。さらに、森林

整備で得た川場村産の優良な木材を積極的に活用していきます。 

４．環境に配慮した、安全でクリーンな新エネルギーを川場村及び世田谷区が創出する

努力をします。 

  

平成２３年１０月吉日 



 
 

区民健康村の開村 ふじやまビレジ・なかのビレジ両交流施設の開設 

コ ロ ナ で の

休止・1 泊 2

日での実施 

  

移動教室の予備活動

を川場村で実施 

１９８６（Ｓ６１） 

縁組協定 10 年 

やま（森林）づくり塾・子ども山づくり塾開塾 

縁組協定 25 年 
新たな段階への５つの共同宣言  

➀文化交流事業 ②後山整備事業 ③川場農産物のブランド化推進 

④農業塾の開設 ⑤茅葺塾の開設 

友好の森宣言  

美 術 出 張 教

室、川場村民

を対象にした

絵画展等 

雪ほたかのブラ
ンド化、 
ライスセンター
開設等 

サポーターが村イベ
ントへ参加 
  

健康村里山自然学校の開校 

 初の交流事業の募集・実施 
 レンタアップル、イチゴ摘みとジャムづくり、山菜狩り、 
 森のキャンプ など 

縁組協定締結 

やまづくり塾 農業塾 茅葺塾 

2006（H18） 

１９８１（Ｓ５６） 

交流事業が本格化 

森林保全活動の拡充 

1994（H７） 

１９９１（H４） 

2005（H１７） 

2011（H23）再編 

１９８２（Ｓ５７） 

２０２０（R２）～

２０２４（R５） 

和紙造形大学、きのこの里づくり、手づくり食品学校、森の美術展、自然教室、森林体験、 

ゲートボール交流 など 健康村を利用した交流の本格実施 

区と村の

連携事業 

２泊３日で実施 
実施から 40 周年 

区民まつり、梅
まつりなど区内
各種イベントで
の物産展を実施 

川場学園での美
術教室、世田谷
美術館ワークシ
ョップの実施 

健康村オプショ

ナルイベント 

ふるさとパック 

フライフィッシ

ング 

2026（R8） 

川場学園開園 
姉妹校交流 
継続 

246 世田谷ハーフマラソン招待 

災害やエネルギーに
関する連携 

里山塾 

  

 

農業塾 

  

  

 
子ども里山自然学校 
川場まるごと滞在記 

区内大学との連携・協力 

おとな里山コース 
親子里山体験コース 
茅葺コース 

農業技術教室 
棚田オーナー 
手づくりそばの会 
レンタル農園 など 

  

202２（R４） 

里山自然学校 

サポーター制度開始 

  

【相互交流と里山自然学校の変遷】 

移 動 教 室 の

本格実施 

１９８５（Ｓ６０） 

１９８４ 

（Ｓ59） 

川場小学校

と千歳台小

学校の姉妹

都市交流開

始 

 

１９９５（H７） 

災害時相互

援助協定 

2016（H28） 

自然エネルギー

に関する連携・

協力協定 
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